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総処理量の内訳
（約20,000t）

燃やせるごみの内訳
（約14,000t）

月 マキノ 今津 朽木 安曇川 高島 新旭
4月  4kg ▲12kg  4kg  5kg  9kg ▲13kg
5月  5kg  5kg ▲7kg  2kg  6kg ▲11kg
6月  1kg ▲5kg ▲5kg ▲6kg ▲2kg  0
7月 ▲6kg ▲10kg ▲4kg ▲6kg ▲1kg ▲4kg
8月  2kg  0  1kg 0  6kg ▲1kg
9月 ▲1kg ▲5kg ▲4kg  2kg  5kg ▲4kg
10月  0 ▲5kg 0 ▲7kg ▲5kg  1kg
計 5kg ▲32kg ▲15kg ▲10kg 18kg ▲32kg

地域別世帯ごとのごみ削減量（月ごと）

（H23年度可燃ごみ量－H21年度可燃ごみ量）÷各月世帯数
※▲は、平成21年度よりごみの量が減ったことを示しています。

　

私
た
ち
は
普
段
の
生
活
の

中
で
、
何
気
な
く
多
く
の
ご

み
を
出
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
は
、
そ
の
量
が
一
体
ど
れ

く
ら
い
あ
り
、
ま
た
ど
の
よ

う
に
し
て
処
理
さ
れ
、
処
理

経
費
は
い
く
ら
か
か
っ
て
い

る
か
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

平
成
21
年
度
、
高
島
市
の

ご
み
処
理
量
は
約
２
万
ト
ン

　

平
成
14
年
に
稼
動
し
た
高
島
市
環
境

セ
ン
タ
ー
は
、
ご
み
処
理
施
設
の
老
朽

化
に
加
え
、
異
物
の
混
入
に
よ
る
機
器

の
破
損
等
に
よ
り
、
点
検
補
修
に
も
多

額
の
費
用
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

費
用
は
、
平
成
22
年
度
で
約
２
億
円
に

も
上
っ
て
い
ま
す
。
過
去
に
は
鉄
の
か

た
ま
り
な
ど
の
異
物
や
、
長
い
ま
ま
の

ネ
ッ
ト
・
く
ず
糸
な
ど
が
ご
み
袋
に
混

入
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
焼
却
の
前
処

理
で
使
う
破
砕
機
が
故
障
。
修
繕
や
取

替
工
事
に
約
５
千
万
円
も
の
費
用
が
か

か
っ
た
上
、
修
繕
期
間
中
、
近
隣
の
市

に
ご
み
の
処
理
を
お
願
い
す
る
と
い
う

非
常
事
態
に
陥
り
ま
し
た
。

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
の
７
割
に
あ

た
る
約
１
万
４
千
ト
ン
が
市
指
定
の
黄

色
い
ご
み
袋
で
出
さ
れ
た
燃
や
せ
る
ご

み
（
可
燃
ご
み
）
で
す
。
こ
れ
ら
の
ご

み
は
、
す
べ
て
今
津
町
途
中
谷
に
あ

る
「
高
島
市
環
境
セ
ン
タ
ー
」
へ
持
ち

込
ま
れ
、
焼
却
処
理
さ
れ
ま
す
。
そ
の

処
理
に
か
か
っ
た
費
用
は
14
億
５
千
万

　

平
成
21
年
度
と
比
較
し
た
平
成
23
年

10
月
末
現
在
の
燃
や
せ
る
ご
み
の
削
減

量
は
３
６
２
ト
ン
で
、
目
標
に
対
し
て

約
３
分
の
１
の
達
成
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

平
成
20
年
度
以
降
横
ば
い
状
態
で

円
で
、
平
成
21
年
度
の
市
税
収
入

（
59
億
円
）
の
約
25
％
に
あ
た
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
燃
や
せ
る
ご
み
の
中

身
は
と
い
う
と
、
約
６
割
が
リ
サ
イ
ク

ル
で
き
る
紙
ご
み
で
す
。
と
い
う
こ
と

は
、私
た
ち
は
多
く
の
税
金
を
使
っ
て
、

資
源
を
処
分
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

燃
や
せ
る
ご
み
の
減
量
は
、
ま
ず
、

し
っ
か
り
と
紙
ご
み
を
分
別
す
る
こ
と

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

紙
類
は
、「
新
聞
」「
ダ
ン
ボ
ー
ル
」

「
飲
用
紙
パ
ッ
ク
」「
そ
の
他
古
紙
（
雑

誌
を
含
む
）」「
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
紙
」
と
、

い
ろ
い
ろ
な
種
類
に
分
か
れ
ま
す
が
、

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
袋
に
は
「
そ
の
他

古
紙
」
に
該
当
す
る
紙
類
が
、
た
く
さ

ん
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
不
要
と
な
っ
た

チ
ラ
シ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
コ
ピ
ー
紙
、

包
装
紙
、
紙
袋
、
紙
箱
な
ど
は
雑
誌
と

一
緒
に
分
別
し
て
い
た
だ
く
と
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
ま
す
。

　

高
島
市
で
は
、
今
年
度
か
ら
３
年
間
、「
め
ざ
そ
う
よ
！　

紙
ご
み
減
量

日
本
一
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、『
高
島
市
ご
み
減
量
大
作
戦
』
〜
紙
ご
み
減

量
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
12
月
は
年
末
の
大
掃
除
な
ど

で
、家
庭
か
ら
の
ご
み
が
多
く
出
る
時
期
で
す
。
大
掃
除
の
前
に
、今
一
度
、

ご
み
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

高
島
市
の
ご
み
の

状
況
を
知
ろ
う

燃
や
せ
る
ご
み
の
減
量
状
況

燃
や
せ
る
ご
み
袋
に
入

り
や
す
い
『
紙
ご
み
』

施
設
の
維
持
管
理
に
も

多
額
の
費
用

「
分
別
」

意
識
改
革

へ
の

か
ら

「
捨
て
る
」

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、「
ご
み
処
理
経
費
の
削
減
」、「
焼
却
炉
の
運
転
負
荷
の
軽

減
」
そ
し
て
「
Ｃ
Ｏ
 ²の
削
減
」
を
め
ざ
し
、
紙
ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル

を
積
極
的
に
進
め
る
『
紙
ご
み
減
量
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
平
成
25
年
度
末
の
燃
や
せ
る
ご
み
の
量
を
、
焼
却
炉
の
処

理
能
力
の
８
割
に
あ
た
る
１
日
30
ト
ン
以
下
、
年
間
で
１
万
１
千
ト
ン
以
下
に
す
る

こ
と
を
目
標
に
掲
げ
、
今
年
度
は
１
、１
２
５
ト
ン
、
来
年
度
か
ら
は
１
、０
０
０
ト

ン
ず
つ
の
削
減
に
取
り
組
み
ま
す
。

あ
っ
た
燃
や
せ
る
ご
み
の
量
が
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
開
始
以
降
、
減
少
傾
向
に
転

じ
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
成

果
が
、
目
に
見
え
る
形
と
な
っ
て
現
わ

れ
て
き
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
目
標
達

成
ま
で
あ
と
７
６
３
ト
ン
の
減
量
が
必

要
で
す
。
皆
さ
ん
の
更
な
る
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

高島市環境センター

特  
集

年末の大掃除こそ、
紙ごみ減量を！
年末の大掃除こそ、
紙ごみ減量を！
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高
島
市
ご
み
減
量
大
作
戦
は
、『
高

島
市
ご
み
減
量
大
作
戦
推
進
協
議
会
』

を
設
立
し
、
市
民
運
動
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
高
島
市
協

働
事
業
提
案
制
度
」
で
参
画
を
得
た
、

公
益
社
団
法
人
高
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
と
高
島
市
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進

協
議
会
の
２
団
体
と
行
政
の
３
者
が
、

役
割
を
分
担
し
目
標
達
成
に
向
け
事
業

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
事
業
の
一
つ
と
し
て
、『
紙
ご

　

そ
の
他
、
高
島
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
、
ご
み
減
量
に
つ
い
て
詳
し
い
内
容

を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、『
紙
ご
み
分
別
学
習
会
』
な

ど
で
も
上
映
し
て
い
る
「
高
島
市
ご
み

減
量
大
作
戦
〜
紙
ご
み
減
量
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
〜
」の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
、本
庁
、各
支
所
、

公
民
館
等
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
ご
覧

に
な
り
た
い
方
は
お
気
軽
に
お
申
し
付

け
く
だ
さ
い
。（
貸
出
も
し
て
い
ま
す
）

今
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
『
高

島
市
ご
み
減
量
大
作
戦
は
、
皆

さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
ご
理
解
と
ご
協
力

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
今
後
と
も
、
紙
ご

み
分
別
に
よ
る
ご
み
削
減
へ
の
ご
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
そ
し
て
、

ご
み
減
量
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
「
め

ざ
そ
う
よ
！　

紙
ご
み
減
量　

日
本

一
」
を
、
市
民
の
力
で
実
現
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

h
ご
み
減
量
推
進
室

　
　

f（
２
５
）８
１
２
３

禁忌品混入で生じる製品等への障害
・黒いシミが残る
・再生した紙に異臭がのこる
・加工する機械に過度の負担がかかる
・再生する工程で表面に小さな凹凸ができる
・再生当初は白い紙であっても、数か月後に
黒い斑点が浮かび上がる　　など

他にもこんな活動を行っています

リサイクル広場
　「分別した紙ごみはどこ
へ出すの？」とお困りの方
は、各地域で実施していま
すリサイクル広場をご活用
ください。リサイクル広場
の実施日時等については広
報誌や防災無線などでお知
らせしています。

チャレンジごみ袋
　分別した紙ごみを入れる
ための『チャレンジごみ袋』
を作成し、市内の各支所お
よび公民館等の公共施設に
設置しています。分別の手
始めに、新聞で作ったこの
「チャレンジゴミ袋」をぜ
ひ、ご活用ください。

市
民
協
働
事
業
提
案
制

度
を
活
用
し
事
業
展
開

分
別
し
た
紙
ご
み
は

ど
こ
へ
出
す
の
？

　

回
収
さ
れ
た
古
紙
は
、
再
生
利
用
し

て
紙
と
な
り
、
こ
の
紙
を
使
い
終
わ
っ

た
ら
再
び
回
収
に
回
す
。
こ
れ
が
紙
の

リ
サ
イ
ク
ル
で
す
。

　

古
紙
は
、再
生
さ
れ
る
紙
に
よ
っ
て
、

使
用
さ
れ
る
種
類
が
異
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
古
紙
の
有
効
利
用
に
は
、
正

ど
の
よ
う
に
リ
サ
イ
ク

ル
さ
れ
る
の
？

し
い
分
別
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
紙
の
中
に
は
、
紙
に
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
な
い
「
禁き
ん
き
ひ
ん

忌
品
」
と
呼
ば
れ

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
が
資
源

物
に
混
入
す
る
と
、
品
質
の
低
下
や
機

械
の
故
障
の
原
因
と
な
る
こ
と
か
ら
、

集
め
た
古
紙
が
再
生
資
源
と
し
て
利
用

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
下
記

の
も
の
は
、
古
紙
の
中
に
混
入
し
な
い

よ
う
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
他
に
も
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な

い
紙
が
あ
り
ま
す
。
分
別
で
迷
っ
た
時

は
、
破
れ
る
か
ど
う
か
で
判
断
し
て
く

だ
さ
い
。
破
れ
な
い
も
の
は
リ
サ
イ
ク

ル
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
破
れ
に
く
い

み
分
別
学
習
会
』を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
学
習
会
は
、
各
種
団
体
や
事
業

所
の
会
合
や
研
修
会
な
ど
に
お
邪
魔
し

て
、
ゲ
ー
ム
形
式
で
紙
ご
み
の
分
別
を

学
ん
で
い
た
だ
く
と
い
う
も
の
で
、
こ

れ
ま
で
に
２
０
８
か
所
で
実
施
し
て
い

ま
す
。
区
・
自
治
会
、保
育
園
、幼
稚
園
、

小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
、
各
種
団

体
、
事
業
所
、
ご
近
所
仲
間
、
ひ
び
き

あ
い
活
動
な
ど
で
、
こ
の
学
習
会
の
開

催
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
公
益
社
団

法
人
高
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
f
３
６‒

８
１
９
１
）、
高
島
市
エ
コ

ラ
イ
フ
推
進
協
議
会
事
務
局
（
f
２
８

‒

８
０
０
２
）
ま
た
は
ご
み
減
量
推
進

紙
も
、
加
工
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
の
で
、
分
か
ら
な
い
時
は
、
ご

み
減
量
推
進
室
（
f
２
５‒

８
１
２
３
）

へ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

室
へ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

紙
ご
み
は
、「
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
」

の
「
古
紙
類
」
の
マ
ー
ク
が
付
い
て
い

る
日
に
、
区
・
自
治
会
等
で
設
置
し
て

い
る
場
所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。
し
か

し
、
場
所
が
わ
か
ら
な
い
方
、
決
ま
っ

た
日
や
時
間
に
出
せ
な
い
と
い
う
方

は
、
市
役
所
ま
た
は
各
支
所
の
ご
み
回

収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
土
・
日
・
祝
日
に
関
係
な
く
、
何

時
で
も
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
を
各
地
域

で
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
活
用
く
だ
さ
い
。
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・
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
な
ど
の
神
経
系
疾
患

・
膠
原
病
な
ど
の
免
疫
系
疾
患

・
網
膜
色
素
変
性
症
な
ど
の
視
覚
系
疾
患

・
潰
瘍
性
大
腸
炎
な
ど
の
消
化
器
系
疾
患

高
島
市
の
取
り
組
み

滋
賀
県
の
取
り
組
み

滋
賀
県
難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

の
取
り
組
み

　

難
病
患
者
等
に
、
日
常
生
活
用
具
を
給
付
し
て
難

病
患
者
等
の
日
常
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。

障がい理解促進
　フェスティバル２０１１
　障がいのあるなしにかかわらず、みんな同じ高島市

民として楽しみながら交流できる場づ

くりを目指し、障がい理解促進フェスティバル２０１
１を開催します。

　いろんな出会いや新しい発見を通して、自分なりに
できることを発見してみませんか。

　障がい者の皆さんの芸術活動を応援する芸術祭

を開催します！
《発表の部》ステージ発表
　　▼時間　10時～12時
　　▼内容　合唱、合奏、手話歌　等

　　▼出演　障がい者の方々、きらきらクラブ

《展示の部》
　　▼時間　10時～16時
　　▼内容　障がい者の方々の作品展示

hＫＯＳＥＩ輝く芸術祭運営委員会事務局

　（藤の樹）　　f（２８）１８５５

　視力を失っていく中“音楽家に

なる夢”を目指して学び続け、現

在は作曲家・音楽家として活動さ

れている前川裕美さんによる心あ

たたまるコンサートを開催します。

▼時間　14時～15時30分

　　　　　　　★入場無料

　みんなで楽しめるコーナーとして、さまざまな

体験や遊びをご用意しています。障がいがあって

もなくても、親も子どもも楽しめます。

　　▼時間　10時30分～12時　※先着12組

　　親子リズムサークル「ルンルン」

　　▼時間　10時30分～11時30分

　　▼時間　10時～13時30分

　　▼内容　マジックショー、木工体験、

　　　　　　ミサンガづくり、竹紙づくり体験

　　▼時間　10時～13時30分

　イベントの趣旨に賛同いただいた団体等による

さまざまな模擬店が出店！
　　▼時間　11時～14時30分

hみんなでいこう！ プロジェクト事務局　

　f（３６）８２２０（高島市社会福祉協議会）もしく
はf（２５）８２７６（わになろう）

今津東コミュニティセンター　会場高島市民会館　会場

　イベントの趣旨に賛同いただいた団体等による
食
べる

　みんなで楽しめるコーナーとして、さまざまな

体験や遊びをご用意しています。障がいがあって

今津東コミュニティセンター　会場

楽
しむ

感
じる

　障がい者の皆さんの芸術活動を応援する芸術祭

を開催します！

響
く

12月11日 日 
  開催！

車
い
す
、
特
殊
寝
台
・
入
浴
補
助
用
具
・

歩
行
支
援
用
具
、
動
脈
血
中
酸
素
飽
和
度

測
定
器
（
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
）
等

《ふれあいハートフルコンサート
　～心癒されるピアノとお話し～　》

《ＫＯＳＥＩ輝く芸術祭２０１１》
《体験交流コーナー》

《模擬店コーナー》（駐車場）

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣難

病
患
者
等
訪
問
介
護
事
業

難
病
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

市
や
県
で
は
難
病
患
者
を

　
　

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す

　

難
病
患
者
等
が
自
宅
で
、
日
常
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
家
庭
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣

し
、
入
浴
等
の
介
護
や
掃
除
な
ど
の
家
事
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
、
難
病
患
者
等
の
福
祉
の
増
進
を
図
っ
て

い
ま
す
。

日
常
生
活
用
具
の
給
付

難
病
患
者
等
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

給
付
用
具

　

診
断
基
準
が
一
応
確
立
し
、
治
療
法
が
確
立
し
て

い
な
い
難
病
の
う
ち
国
が
定
め
た
疾
患
に
つ
い
て
、

そ
の
治
療
に
か
か
っ
た
費
用
（
医
療
費
か
ら
医
療
保

険
を
除
い
た
自
己
負
担
分
）
を
公
費
に
よ
り
負
担
す

る
制
度
で
す
。
国
が
定
め
た
56
疾
患
が
対
象
で
す
。

申
請
に
つ
い
て
は
、
主
治
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

同
じ
難
病
と
い
う
立
場
に
あ
る
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
が
個
別
に
お
話
を
お
伺
い
し
ま
す
。
日
頃
の
悩

み
や
相
談
事
を
話
し
合
い
ま
せ
ん
か
？

h
滋
賀
県
難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　

f
０
７
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５
２
６
）０
１
７
１

　

主
に
神
経
難
病
の
方
や
そ
の
ご
家
族
の
方
が
身
近

な
場
で
交
流
し
な
が
ら
、
年
６
回
程
度
、
栄
養
な
ど

の
勉
強
を
し
た
り
、
お
食
事
し
た
り
、
し
ょ
う
ぶ
園

や
ゆ
り
園
の
散
策
を
し
て
い
ま
す
。

　

み
ん
な
同
じ
立
場
な
の
で
、
普
段
は
話
せ
な
い
難

病
の
こ
と
が
話
せ
る
と
言
わ
れ
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

　

h
滋
賀
県
高
島
健
康
福
祉
事
務
所

　

f（
２
２
）２
４
１
９

　

在
宅
で
療
養
す
る
難
病
の
方
と
ご
家
族
が
、
意
思

伝
達
装
置
の
機
器
に
つ
い
て
、
購
入
前
の
使
用
や
練

習
を
目
的
と
し
て
お
使
い
い
た
だ
け
る
機
器
を
貸
し

出
し
て
い
ま
す
。

　

将
来
、
機
器
を
使
用
す
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
一

意
思
伝
達
装
置
の
貸
出

在
宅
難
病
患
者
等
療
養
生
活
用
機
器
貸
出
事
業

《福祉施設事業所紹介展示コーナー》
　　　　　　ミサンガづくり、竹紙づくり体験

　　
知
る

度
使
っ
て
み
た
い
と
い
う
方
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

治
療
費
の
負
担

特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業

難
病
の
方
の
交
流
の
場

笑
竹
梅
の
会

対
象
疾
患

　  づいたら・　 じめてみよう・　   きることはき で

　
「
障
害
者
週
間
」
は
、
国
民
に
広
く
障
が
い
者
の
福
祉
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深

め
る
と
と
も
に
、
障
が
い
者
が
社
会
、
経
済
、
文
化
等
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
積
極
的

に
参
加
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
週
間
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
あ
わ
せ
て
、
障
が
い
理
解
促
進
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
１
を
開
催
し
ま

す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
障
が
い
者
の
福
祉
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

h
障
害
福
祉
課　
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５
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５
１
６

「
障
害
者
週
間
」
で
す

12
月
３
日
〜
９
日
は

　

皆
さ
ん
は
障
が
い
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
？　

日
常
生
活
の
中
で
自
分
に
は
関
係
な
い

と
思
っ
て
い
る
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

平
成
23
年
の
障
害
者
白
書
で
は
、
国
民
の
約
６
％
が

身
体
、
知
的
、
精
神
面
に
お
い
て
何
ら
か
の
障
が
い
が

あ
る
と
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
障
が
い
は
、
事
故
や
病

気
な
ど
に
よ
っ
て
、
年
齢
や
性
別
に
関
係
な
く
誰
に
で

も
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
で
あ
り
、
と
て
も
身
近

な
問
題
と
い
え
ま
す
。

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
障
が
い
者
へ
の
理
解
が
低

い
の
は
、自
分
は
障
が
い
と
は
関
係
な
い
と
思
い
込
み
、

自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
て
い
な
い
こ
と
に
大

き
な
原
因
が
あ
り
ま
す
。

　

難
病
と
は
、「
原
因
不
明
、
治
療
方
針
未
確

定
で
、
か
つ
後
遺
症
を
残
す
恐
れ
が
少
な
く
な

い
疾
病
」、
ま
た
は
「
経
過
が 

慢
性
に
わ
た
り
、

単
に
経
済
的
な
問
題
の
み
な
ら
ず
介
護
等
に
著

し
く
人
手
を
要
す
る
た
め
に
家
族
の
負
担
が
重

く
、
ま
た
精
神
的
に
も
負
担
の
大
き
い
疾
病
」

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

障
が
い
の
種
類
は
多
種
多
様
で
、
外
見
で
は
分
か
ら

な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
障
が
い
に
よ
る
不
自
由
さ
は

あ
っ
て
も
、
周
囲
の
理
解
や
配
慮
が
あ
れ
ば
、
い
ろ
い

ろ
と
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
障
が
い
の
あ
る
方
の

意
見
を
聞
い
て
、
日
常
生
活
や
事
業
活
動
の
中
で
で
き

る
配
慮
や
工
夫
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

だ
れ
も
が
暮
ら
し
や
す
い
共
生
社
会
の
実
現
は
、
そ

う
し
た
一
歩
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

障
が
い
は
と
て
も
身
近
な
問
題
で
す

自
分
で
で
き
る
配
慮
や
工
夫

を
考
え
よ
う

○ドリームの親子マドレーヌ手作り体験

○遊んでみよう！ 作ってみよう！  体験コーナー

○親子でからだを動かそう

　

h
障
害
福
祉
課　

f（
２
５
）８
５
１
６
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住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

し
て
効
果
は
あ
る
の
？

住
宅
用
火
災
警
報
器

を
設
置
し
て
助
か
っ

た
市
内
の
事
例

つけましたか？

悪
質
訪
問
販
売
に
は

ご
注
意
を
！

（人／火災１００件）

７．６

５．１
1,824

3,588

（千円／火災１件）

約１／２
約２／３

　消防庁から、平成23年６月現在の住宅用火災
警報器の設置率が公表されました。
　設置率は、全国71. １％、滋賀県68. ７％、高
島市61. １％とまだまだ低い状況です。
　高島市では、平成23年６月１日からすべての
住宅に住宅用火災警報器を設置するよう義務付け
ています。火災から地域の安心安全を守るため、
何より大切な命を守るため、住宅用火災警報器を
設置しましょう。

　

平
成
20
年
か
ら
平
成
22
年
ま
で
に

全
国
で
発
生
し
た
住
宅
火
災
４
２
、０ 

４
０
件
に
つ
い
て
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
効
果
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
設
置
さ

れ
て
い
な
い
場
合
に
比
べ
る
と
死
者
数

は
約
３
分
の
２
、
損
害
額
は
約
２
分
の

　

台
所
で
ガ
ス
コ
ン
ロ
に
鍋
を
か
け
た

ま
ま
忘
れ
空
焚だ

き
状
態
と
な
っ
て
煙
が

出
た
が
、
台
所
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い

た
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
作
動
し
た
た

め
、
家
の
人
が
気
付
き
ガ
ス
コ
ン
ロ
の

火
を
消
し
て
火
災
と
な
ら
な
か
っ
た
。

　

消
火
器
と
同
じ
よ
う
に
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
悪
質
販
売
の
増
加
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
実
際
に
滋
賀
県
内
で
も

発
生
し
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
消
防
職
員
が
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
訪
問
販
売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

※
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
の
対
象
商
品
で
す
。

住宅用火災警報器住宅用火災警報器住宅用火災警報器
設置義務化から半年

 h消防本部　予防課　f（２２）５４０３

１
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
火
災
に

い
ち
早
く
気
付
く
こ
と
が
で
き
、
逃
げ

遅
れ
の
防
止
や
早
い
段
階
で
の
消
火
活

動
が
で
き
る
の
で
、
被
害
を
最
小
限
に

抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

居
間
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
た
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
音
で
目
が
覚
め
、
居

間
の
座
布
団
が
く
す
ぶ
っ
て
い
る
の
を

発
見
し
、
台
所
で
水
道
水
を
か
け
て
消

火
し
た
。

事
例

事
例

一二

設置無 設置有
設置無 設置有

住宅火災100件あたりの死者数 損 害 額

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

秋
の
叙
勲

平
成
23
年

　

栄
え
あ
る
平
成
23
年
秋
の
叙
勲
を
受
け
ら
れ
た
高
島
市
内
の
方
々
を
ご
紹
介

し
ま
す
。（
順
不
同
）

　

h
行
政
課　
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２
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阪
田　

良
之
助 

さ
ん
元
滋
賀
県
木
材
協
会
会
長

《
旭
日
小
綬
章
》
木
材
業
振
興
功
労

《
旭
日
単
光
章
》

藤
野　

満
壽
夫 

さ
ん
現
（
社
）
滋
賀
県
調
理
師
会
副
会
長

公
衆
衛
生
功
労

森　
　
　

可
隆 

さ
ん
元
新
旭
町
消
防
団
長

《
瑞
宝
双
光
章
》
消
防
功
労

横
井　

ゑ
い
子 

さ
ん
現
工
業
統
計
調
査
員

《
瑞
宝
単
光
章
》
統
計
調
査
功
労

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
状
況

1
申出者 申出者：NHK大津放送局
利用目的 6月全国個人視聴率調査
閲覧日 平成23年5月17日

閲覧範囲 安曇川町上小川、東鴨の明治から平成16年12月31日
までに生まれた男女

2
申出者および委託者

申出者：株式会社　日本リサーチセンター
委託者：日本銀行

利用目的 生活意識に関するアンケート調査
閲覧日 平成23年6月2日
閲覧範囲 今津町今津、梅原の満20歳以上の男女

3
申出者および委託者

申出者：株式会社　建設技術研究所　
委託者：国土交通省　

利用目的 野洲川の河川環境整備に関するアンケート調査
閲覧日 平成23年6月20日
閲覧範囲 市内全域の男女（無作為抽出85人）

4
申出者および委託者

申出者：社団法人　中央調査社
委託者：株式会社　時事通信社

利用目的 くらしと環境に関する世論調査
閲覧日 平成23年7月28日
閲覧範囲 マキノ町沢1300番地以降の満20歳以上の男女

5
申出者および委託者

申出者：株式会社　日本リサーチセンター
委託者：公益財団法人　笹川スポーツ財団

利用目的 子ども・青少年の運動・スポーツ活動に関する全国調査
閲覧日 平成23年8月10日
閲覧範囲 安曇川町中野、南古賀、田中の満4歳から満19歳までの男女

　

４
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
に
実
施
さ
れ
た
閲
覧
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

住
民
基
本
台
帳
法
の
閲
覧
は
、
国
・
地
方
公
共
団
体
の
機
関
が
法
令
で
定
め
る
事

務
を
行
う
場
合
や
統
計
・
世
論
調
査
等
で
営
利
目
的
以
外
の
公
益
性
の
高
い
場
合
に

限
ら
れ
、
そ
の
閲
覧
状
況
を
公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

h
市
民
課　

f（
２
５
）８
０
１
８

個人または法人による閲覧（平成23年４月１日～９月30日）

平
成
23
年
前
半
期
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明るい選挙推進啓発作品の審査結果

湖西中学校
　　饗庭　沙希子さん

　身体に重度の障がいのある方などで市選挙管
理委員会の認定を受けた方は、自宅等で不在者
投票ができます。投票用紙などは郵送等でお送
りし、投票用紙に記載後、郵送等で市選挙管理
委員会へ送付していただきます。詳しくはお問
い合わせください。

　平成23年度の明るい選挙推進啓発作品を募集したところ、多数のご応
募をいただきありがとうございました。
　応募いただきました作品を、高島市明るい選挙推進協議会と高島市選挙
管理委員会の委員で審査した結果、入賞作品は次のとおりとなりました。

ポスター  の部

最優秀賞（中学生の部） 最優秀賞（小学生の部）

優秀賞（小学生の部） 優秀賞（小学生の部）

新旭北小学校
　　饗庭　摩希子さん

今津北小学校
　　大森　礼菜さん

今津北小学校
　　大森　倫さん

標 語　の部
最優秀賞 今 津 町　松山　八夜夷さん「託します　わたしの一票　未来のために」
優秀賞 マキノ町　吉原　みつさん「声かけて　みんなで投票　明日への夢へ」
優秀賞 今 津 町　松山　八夜夷さん「この一票　子らの未来に　大きな夢を」

　視覚に障がいがある方は点字を用いて投票す
ることができます。点字とは、点（盛り上がり）
によって文字や数字を表現するものです。点字
投票をしようとする場合は、投票所で投票管理
者にその旨をお伝えください。投票所の事務員
が補助につきます。

　身体の障がいなどにより字を書くことができ
ない方は、投票所の事務員の補助を受けて投票
することができます。２人の事務員が補助につ
き、一人が代筆を行い、もう一人が選挙人の意
思どおり投票できているかを確認します。代理
投票をしようとする場合は、投票所で投票管理
者にその旨をお伝えください。

　県選挙管理委員会が指定する病院や老人ホー
ム等に入院・入所されている方は、その施設内
で不在者投票ができます。市内では９施設が対
象となっています。
　投票ができるかどうかは、入院・入所先の施
設でご確認ください。

投票には、いろいろな制度があります！

点字投票とは？

代理投票とは？ 郵便等による不在者投票とは？

入院中に投票できる制度とは？

選挙の豆知
識

h高島市選挙管理委員会事務局（行政課）　f（２５）８０００

今津北小学校新旭北小学校

優秀賞（小学生の部）

今津北小学校湖西中学校

○○さん、最近元気が
ないようですが･･･
どうされました？

・福祉事務所　・保健所
・子ども家庭相談センター
・社会福祉協議会　・学校、園
・地域包括支援センター
・医療関係機関　など・・・

自然災害などから、
住民を守る取り組み
を関係団体と協力し
て進めています。

地域包括支援
センター

　

民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
厚
生
労
働

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
方
々
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
常
に
住
民
の
立

場
に
立
っ
て
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
助

言
や
援
助
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
適
切
に
利

用
す
る
た
め
の
情
報
提
供
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
地
域
で
次

の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

広
げ
よ
う　

地
域
に
根
ざ
し
た
思
い
や
り

民
生
委
員
児
童
委
員
っ
て
な
に
？

生活上のさまざまな
相談を受けます

　民生委員児童委員の役割

関係機関・各団体に
つなぎます

地域福祉の推進に協
力します

福祉サービスの
情報提供をします

○○さんがデイ
サービスを利用
したいそうです。

高
齢
者 

に
関
す
る
こ
と

介
護
保
険
・
ひ
と
り
暮
ら
し
で
不
安

な
こ
と
に
つ
い
て

障
が
い
児
・
者 

に
関
す
る
こ
と

外
出
時
の
支
援
・
障
害
者
手
帳
の
交

付
に
つ
い
て

　

そ
の
他
生
活
全
般 

に
関
す
る
こ
と

健
康
・
生
活
保
護
・
貸
付
制
度
に
つ

い
て

　

h
高
島
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
連
合
会

　
　
　
（
事
務
局　

社
会
福
祉
課
）

　
　
　

f（
２
５
）８
１
２
０

　

次
の
よ
う
な
こ
と
で
お
困
り
で

し
た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
お
近
く

の
民
生
委
員
児
童
委
員
に
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

　

民
生
委
員
児
童
委
員
の
名
前
や
連
絡

先
は
、
各
地
域
の
保
健
セ
ン
タ
ー
（
朽

木
地
域
は
朽
木
支
所
）
ま
た
は
市
役
所

社
会
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 子

ど
も 

に
関
す
る
こ
と

子
育
て
・
い
じ
め
・
虐
待
に
つ
い
て

こんにちは

地域をいつも見守り
ます

訪問販売で高い商品を
買わされてしまった
どうしよう



紙ごみ減量標語応募作品 「うらおもて　ようしをぜんぶ　つかいきる」　ふか見たける（高　島） 紙ごみ減量標語応募作品 「いらない紙　新しい紙に　へんしんだ」　早瀬　友基（マキノ） 広
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　区　　　　分 控除額
【改正前】

控除額
【改正後】

配
偶
者
控
除

下記以外の控除対象配偶者 33万円
33万円

うち同居特別障害者 56万円
老人控除対象配偶者(70歳～ ) 38万円

38万円
うち同居特別障害者 61万円

扶
養
控
除

下記以外の
扶養親族

23歳～69歳 33万円
33万円

うち同居特別障害者 56万円
一般（年少）
扶養親族

０歳～15歳 33万円
廃　止

うち同居特別障害者 56万円

特定扶養
親族

16歳～18歳 45万円
33万円

うち同居特別障害者 68万円
19歳～22歳 45万円

45万円
うち同居特別障害者 68万円

老人扶養
親族
(70歳～ )

同居老親等以外の者 38万円
38万円

うち同居特別障害者 61万円
同居老親等 45万円

45万円
うち同居特別障害者 68万円

障
害
者
控
除

一般の障害者 26万円 26万円
特別障害者 30万円 30万円
同居特別障害者
（改正前：扶養控除等に23万円加算） － 53万円

　
『
所
得
控
除
か
ら
手
当
へ
』
の
考
え
の
下
で
見
直
さ
れ
た
平
成
22
年
度
税

制
改
正
に
伴
い
、
平
成
24
年
度
か
ら
市
県
民
税
（
住
民
税
）
の
扶
養
控
除
が

次
の
と
お
り
変
更
さ
れ
ま
す
。

扶
養
控
除
額
が
変
わ
り
ま
す

○市県民税扶養控除　新旧比較表

　同居特別障害者加算
の特例は、配偶者・扶
養控除額に23万円を加
算していましたが、扶
養控除が変更されるこ
とにより、特別障害者
控除に加算され、同居
の特別障害者控除額は、
53万円となります。

　高校授業料の無償化に
伴い、特定扶養親族のう
ち、16歳以上19歳未満
の方に対する扶養控除の
上乗せ分（12万円）が
廃止され、扶養控除額は
33万円となります。

　子ども手当創設に伴
い、年少扶養親族の扶養
控除が廃止されます。
※ただし、年少扶養親族
が障がい者の場合、障
害者控除は今までと同
じように適用されます。

…改正個所

納
期
限
が
５
月
末
に
な
り
ま
す

　

平
成
24
年
度
か
ら
、
軽
自
動
車
税
の
納
期
限
が
４
月
30
日
か
ら
５
月
31
日
に
変

更
に
な
り
ま
す
。
変
更
に
伴
い
、
納
税
通
知
書
は
５
月
中
旬
頃
に
発
送
し
ま
す
の

で
、
５
月
下
旬
に
な
っ
て
も
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
有
効
期
限
を
６
月
20
日
に
読
み
替

　

え
て
対
応

　

平
成
23
年
度
軽
自
動
車
税
納
税
証

明
書
（
継
続
検
査
用
）
の
有
効
期
限

は
平
成
24
年
５
月
21
日
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
納
期
限
の
変
更
に
よ
り
、

関
係
機
関
に
対
し
て
、
納
税
証
明
書

の
有
効
期
限
を
平
成
24
年
６
月
20
日

に
読
み
替
え
て
対
応
す
る
よ
う
依
頼

し
て
い
ま
す
の
で
、
発
行
済
み
の
納

税
証
明
書
を
そ
の
ま
ま
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

★
有
効
期
限
を
平
成
24
年
６
月
20
日

と
し
た
納
税
証
明
書
の
発
行
を
希

望
さ
れ
る
方
は
お
手
数
で
す
が
税

務
課
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

　

納
期
限
の
変
更
に
伴
い
、
軽
自
動

車
税
減
免
申
請
書
の
提
出
期
限
が
５

月
24
日
（
納
期
限
の
７
日
前
）
ま
で

と
な
り
ま
す
。

★
軽
自
動
車
税
の
賦
課
期
日
は
４
月

１
日
で
す
。
４
月
１
日
現
在
で
障

が
い
者
本
人
が
所
有
す
る
軽
自
動

車
等
が
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

★
軽
自
動
車
等
を
廃
車
さ
れ
る
場
合

や
車
両
を
乗
り
換
え
ら
れ
る
場
合

は
、
４
月
１
日
ま
で
に
名
義
変
更

等
の
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ

い
。

※
対
象
・
要
件
等
の
詳
し
い
こ
と
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

市
県
民
税
（
住
民
税
）

軽
自
動
車
税

平
成
23
年
度
の
軽
自
動
車
税

納
税
証
明
書
の
取
り
扱
い

軽
自
動
車
税
減
免
申
請
書
の

提
出
期
限
が
５
月
に
変
更

（
賦
課
期
日
は
４
月
１
日
で
す
。
納
期
限
が
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
、
翌
日
、
翌
々
日
が
納
期
限
と
な
り
ま
す
）

平成24年度　税の変更点平成24年度　税の変更点 h税務課　f（２５）８１１６
　

人
権
週
間
は
、
家
庭
で
、
職
場
で
、
学
校
で
、
家
族
と
、
友
達
と
、
み
ん
な
と
、

人
権
を
考
え
る
一
週
間
で
す
。
男
女
差
別
、
障
が
い
者
差
別
、
外
国
人
差
別
、
部
落

差
別
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
や
偏
見
を
な
く
し
、
み
ん
な
が
明
る
く
暮
ら
せ
る
社
会

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
人
権
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
周

り
の
人
の
人
権
を
尊
重
す
る
意
識
を
持
つ
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　

今
一
度
、
身
近
な
こ
と
か
ら
人
権
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

人
権
の
こ
と
に
つ
い
て
相
談
の
あ
る
方
は
、
人
権
擁
護
委
員
・
法
務
局
・
市
役
所

人
権
施
策
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

12
月
４
日
〜
10
日
は

　
　
　
　
　
　
　
　

 

で
す
！

　

私
た
ち
は
、
皆
さ
ん
の
地
域
の
身
近

な
相
談
相
手
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

い
じ
め
、
体
罰
、
児
童
虐
待
、
配
偶

者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
な
ど
の

人
権
侵
害
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
差
別

問
題
や
家
庭
内
、
職
場
内
、
隣
近
所
で

の
問
題
。
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
よ
い
か

わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
話
を
聞
い
て
欲
し

い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
お
受
け

し
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
、「
特
設
人
権
な
ん
で
も
相

談
所
」
ま
た
は
自
宅
等
で
お
受
け
し
て

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
の
で
、
一
人
で
悩
ま
ず
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
人
権
週
間
」

こ
ん
に
ち
は
！

人
権
擁
護
委
員
で
す

特設人権なんでも相談所

○12月５日（月）　13時～16時
　　マキノ支所１階会議室、今津老人福祉センター
　　高島市役所１階会議室、朽木ふれあいセンター
　　安曇川ふれあいセンター２階、高島支所１階会議室

　

h
人
権
施
策
課

　
　

f（
２
５
）８
５
２
４

○１月11日（水）　13時～16時
　　高島市役所１階福祉相談室
○２月８日（水）　  13時～16時
　　高島市役所１階福祉相談室

○
３
月
14
日
（
水
）

　
　

高
島
市
役
所
１
階
会
議
室

★「人権週間」のため６か所で開設します。
★相談所終了後、17時から平和堂今津店・あどがわ店
　で街頭啓発を行います！

こちらでも相談を受けています。
お気軽にご利用ください。
　○大津地方法務局人権擁護課 f077（522）4673
　○子どもの人権１１０番 f0120（007）110
　○女性の人権ホットライン f0570（070）810

（相談無料・秘密厳守）

【高島市の人権擁護委員】

氏　　名 住　　所 電　　話

中　川　泰　夫 マキノ町知内 （２７）００２３

川原林　史　子 マキノ町西浜 （２８）０４７５

澤　田　愛　子 今津町下弘部 （２２）０７３１

井　上　浩　一 今津町弘川 （２２）６１５３

洲　崎　富士夫 今津町浜分 （２２）３３５９

石　田　八重子 朽木市場 （３８）２４２０

久　保　忠　雄 朽木大野 （３８）２３０８

奥　谷　喜美子 安曇川町田中 （３２）１０２２

川　越　清　司 安曇川町下小川 （３２）１０９１

德　村　明　美 安曇川町下古賀 （３３）０５１６

釋　迦　裕　史 鹿ケ瀬 （３７）０２１９

萬　木　由利子 勝野 （３６）０５３９

桒　原　　　靖 新旭町熊野本 （２５）２８１４

日　花　滋　子 新旭町藁園 （２５）２５２７

（敬称略）

○３月14日（水）　13時～16時
　　高島市役所１階福祉相談室
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県
で
は
、
11
月
15
日
か
ら
翌
年
２

月
15
日
（
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
限
り
３
月

15
日
）
ま
で
狩
猟
期
間
と
定
め
て
い

ま
す
。

　

登
山
な
ど
で
入
山
さ
れ
る
方
は
、

不
慮
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
目

立
つ
服
装
で
、
な
る
べ
く
登
山
道
を

外
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、「
わ

な
」
な
ど
の
仕
掛
け
を
見
つ
け
て
も

絶
対
に
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

狩
猟
者
は
、
法
令
や
マ
ナ
ー
を
遵

守
し
、
事
故
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ

い
。

【
違
法
捕
獲
等
の
防
止
】

　

農
林
業
者
が
所
有
す
る
囲
い
わ
な

を
使
っ
て
農
林
業
者
自
ら
が
農
林
業

に
対
す
る
被
害
を
防
止
す
る
場
合

は
、
狩
猟
免
許
お
よ
び
狩
猟
者
登
録

を
受
け
な
く
て
も
よ
い
と
す
る
特
例

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
箱
わ
な
を

使
う
場
合
は
、
狩
猟
免
許
を
所
持
し

た
う
え
で
、
さ
ら
に
滋
賀
県
に
対
し

て
狩
猟
税
を
納
め
て
狩
猟
者
登
録
を

行
わ
な
け
れ
ば
、
狩
猟
期
間
中
に
捕

獲
す
る
行
為
は
、
違
法
と
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

11
月
15
日
〜
２
月
15
日
は
狩
猟
期
間
で
す

違
法
捕
獲
は
、
絶
対
ダ
メ

狩
猟
に
伴
う
事
故
に
注
意

　

高
島
市
は
早
場
米
地
帯
で
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
水
稲
の
収
穫
後
に
発
生
す
る

ヒ
コ
バ
エ
（
二
番
穂
の
こ
と
）
は
、
野

生
獣
に
と
っ
て
格
好
の
餌
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

特
に
、
山
に
餌
が
少
な
く
な
る
冬
期

は
、
集
落
周
辺
に
頻
繁
に
野
生
獣
が
出

没
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
ま
ま
放
置

し
て
お
く
と
、
冬
期
が
過
ぎ
て
も
そ
の

場
に
は
餌
が
あ
る
と
学
習
し
、
１
年
を

通
し
て
出
没
を
繰
り
返
し
、
農
作
物
等

に
被
害
を
も
た
ら
す
原
因
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

水
田
の
秋
鋤す

き
が
行
わ
れ
て
い
な
い
田

ん
ぼ
は
、
早
め
に
鋤
き
込
み
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
収
穫
し
な
い
果
樹
（
カ
キ

な
ど
）
も
、
早
め
に
摘
果
す
る
か
伐
採

し
ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
集
落
農
地
周

辺
の
雑
草
も
管
理
し
適
宜
刈
り
払
ら
う

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

h
た
か
し
ま
獣
害
対
策
協
議
会

　
　
事
務
局
（
農
業
振
興
課
）

　
　

f（
２
５
）８
５
２
８

冬
の
獣
害
対
策
が
大
切
で
す

　

こ
の
冬
に
来
年
度
の
生
産
活
動
に
向

け
て
、
野
生
獣
を
寄
せ
付
け
な
い
よ
う

な
対
策
を
集
落
ぐ
る
み
で
話
し
合
い
、

一
つ
ず
つ
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
。

ヒコバエに群がるニホンザルの群れ

　

h
滋
賀
県
西
部
・
南
部
森
林
整
備
事
務
所
高
島
支
所

　
　
　

f（
２
２
）６
０
３
３

　
　
市
役
所
農
業
振
興
課

　
　
　

f（
２
５
）８
５
２
８

冬
の
節
電
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

h
環
境
政
策
課　

f（
２
５
）８
１
２
３

　

今
夏
に
引
き
続
き
、
こ
の
冬
の
電
力
供
給
に
つ
い
て
も
、
非
常
に
厳
し
い
需
給
状
況
と
な
る

見
込
み
で
す
。
電
力
需
要
が
高
ま
る
と
思
わ
れ
る
下
記
の
期
間
、
節
電
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○
期　

間　

12
月
19
日
〜
３
月
23
日
の
平
日

　
　
　
　
　
　
（
12
月
29
日
〜
１
月
４
日
は
除
き
ま
す
）

○
時
間
帯　

９
時
〜
21
時

○
節
電
の
目
安　

昨
年
同
月
の
使
用
最
大
電
力
を

　
　
　
　
　
　
　

基
準
に
10
％
以
上

　

市
で
は
、
多
く
の
方
に
バ
ス
交
通
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
４
月
か
ら
新
し

い
方
法
で
バ
ス
や
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

日
ご
ろ
の
買
い
物
や
通
院
な
ど
、
お
出
か
け
の
際
に
は
、
安
心
・
安
全
で
低
料
金

の
高
島
市
バ
ス
交
通
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

バ
ス
・
乗
合
タ
ク
シ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

h
交
通
対
策
課　

f（
２
２
）０
０
５
８

バ
ス
を
乗
り
継
い
で
目
的
地
の
バ
ス
停
ま
で
ご
利
用
の
場
合
は
、

便
利
な
「
バ
ス
乗
り
継
ぎ
制
度
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

○朽木線、古賀線、若江線へ乗り継ぎをされる場合は、
乗継券とは別に「利用促進券」が必要となります。
ご利用されるときには、前もって交通対策課または
各支所、新旭振興室へお問い合わせください。

○この制度は、次のバス停で乗り継がれる場合に
　ご利用いただけます。

　

料
金
の
代
わ
り
に
「
乗
継

券
」
を
料
金
箱
に
入
れ
て
く
だ

さ
い
。

（
そ
の
料
金
は
市
が
負
担
し
ま

す
。）

　

料
金
を
お
支
払
い
い
た
だ
く

と
き
に
、「
乗
継
券
」
を
運
転

手
か
ら
お
受
け
取
り
く
だ
さ

い
。

最
初
の
バ
ス
を
降
り
る
と
き

乗
り
継
い
だ
バ
ス
を
降
り
る

と
き

小荒路・マキノ駅・マキノ支所前・近江中庄駅・
近江今津駅・保坂（今津西小学校前）・朽木学校前・
朽木支所前・安曇川駅・近江高島駅・新旭駅

★他のバス停では、この制度は受けられませんので
　ご注意ください。

バス乗継制度の利用方法

地　域 測  定  地  点 10月平均値
（３日～31日のうち平日）

マキノ マキノ支所前駐車場 0.062
今　 津 今津支所玄関北側 0.083
朽　 木 朽木支所前駐車場 0.068
安曇川 安曇川支所裏駐車場 0.049
高　 島 高島支所東駐車場 0.051
新　 旭 高島市役所北側玄関前 0.058

高島市環境放射線測定結果
10月分

（単位　μＳｖ／ｈ）

＜日常生活と放射線＞
● 一人あたりの自然放射線量（日本年間平均）
　1,500μSv/年　※世界平均2,400μSv/年
　・宇宙から 300μSv/年　・大地から 400μSv/年
　・食物から 400μSv/年　・呼吸から 400μSv/年
● Ｘ線集団検診（１回）
　　・胃の場合　600μSv/回
　　・胸の場合 50μSv/回

● 航空機旅行（往復）
　　東京～ニューヨーク間　200μSv/往復
●原子力発電所（軽水炉）周辺の線量目標値（年間）
　　50μSv/年

　h原子力防災対策室　f（２５）８１３３

詳しいデータは、高島市ホーム
ページをご覧ください。

※市役所と各支所の前は「平日毎日測定」。
　その他の測定地点は「毎月第１・第３水曜日
の２回測定」です。（その他の測定地点の測定
結果は、ホームページをご覧ください。）
※測定値の単位は、μＳｖ/ｈ（マイクロシー
ベルト/時）です。

（参考）
1,000μＳｖ/ｈ＝１ｍＳｖ（ミリシーベルト）
※１年間に換算するには、表の数値を8,760倍
（24時間×365日）してください。



お知らせ

市長の手帳

紙ごみ減量標語応募作品 「かみコップ　べんりだけれど　マイコップ」　西村　大輝（高　島） 紙ごみ減量標語応募作品 「紙ごみは　燃やさず出そう　リサイクル」　早藤　真由（安曇川）

　私はマニフェストで、市民の
皆様に「７つの元気」をお約束
し、その具体策として54項目
の施策を挙げております。そし
てそれぞれに関係する事業や施
策を常に意識し、その実行に努
めて参りました。
　このマニフェストの達成度や
熟度につきましては、市民の皆
様がそれぞれに尺度をお持ちで
あると思いますが、私の思いで
自己評価をいたしました。
　評価は「○」「△」「×」で
表示し、「○」は達成できたも
のです。「△」は手をつけて十
分やっているもので「○」に近
い「△」です。例えば、教育の
推進では、「補助教員を確保し、
教育・指導にあたります。」と

　今年度末には再度検証いたし
まして、皆様にマニフェストの
達成状況をお知らせしたいと考
えております。
　マニフェスト評価の詳細につ
きましては、市ホームページの
「Web市長室」をご覧ください。

お約束しており、
就任後に学校の
補助教員を11名
増員しております
が、これで教育・
指導が達成された
のかどうか判断が
難しいことから、
私は「△」をつけ
ています。そして
「×」は現在検討
中のものや手をつ
けていないもの、達成に程遠い
ものです。
　採点結果では、「○」が41％、
「△」が46％で、「△」の達成
率を「○」の半分（23％）と
みなし、全体の達成率を64％
としております。

全体達成率64％
マニフェストにかかる事業の取組状況

お約束　7つの元気！  項目数  ○  △  ×
 (1)15年間の子育て支援  7  5 0 2 
 (2)教育の推進  4  1  3  0
 (3)医療の充実  6  5  1  0
 (4)高齢者の支援  3  1  2  0
 (5)活力の応援  13  3  9  1
 (6)産業の振興  6  2  2  2
 (7)交通網の整備  2  0  2  0
 (8)その他の項目  13  5  6  2

計  54 
 22  25  7
 41%  46%  13%

２年間の市政への取組み状況
（平成21年度決算から平成23年度予算までの事業抽出）

広
報2011・12・1 16広

報17 2011・12・1

　

市
で
は
、
現
在
、
防
災
行
政
無
線
の

デ
ジ
タ
ル
化
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
今
お
使
い
の
戸
別
受

信
機
を
新
た
に
デ
ジ
タ
ル
対
応
の
戸
別

受
信
機
に
交
換
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
戸
別
受
信
機
の
交
換
は
、
市
が
委

託
す
る
業
者
が
各
戸
に
伺
い
、
電
波
の

受
信
状
態
や
お
住
ま
い
の
方
の
意
向
を

確
認
し
、取
り
付
け
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
戸
別
受
信
機
の
交
換
に
当

た
っ
て
お
金
を
い
た
だ
く
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　《
交
換
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
》

マ
キ
ノ
・
今
津
・
新
旭
・
朽
木
地
域

・
平
成
24
年
１
月
か
ら
３
月
ま
で
の
間

に
行
い
ま
す
。

・
自
治
会
ご
と
の
日
程
は
防
災
行
政
無

線
や
自
治
会
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
　※

安
曇
川
・
高
島
地
域
は
、
平
成
25
年

夏
以
降
に
な
り
ま
す
。

　

h
総
合
防
災
課

　
　

f（
２
５
）８
１
３
３

　
「
以
前
、
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た

が
、
林
業
退
職
金
共
済
制
度
へ
加
入
し

て
い
た
か
分
か
ら
な
い
」「
林
退
共
制

度
に
加
入
し
て
い
た
が
、
退
職
金
を
ま

だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
」「
罹
災
し
た
」

「
共
済
手
帳
の
紛
失
や
退
職
金
の
請
求

等
の
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」

　

そ
ん
な
方
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
か
？

　

こ
れ
ら
の
制
度
に
関
し
て
分
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

h
滋
賀
県
森
林
組
合
連
合
会

　
　

f
０
７
７（
５
２
２
）４
６
５
８

▼
販
売
期
間　

12
月
22
日
（
木
）
ま
で

▼
取
扱
場
所　

市
役
所（
情
報
統
計
課
）

　
　
　
　
　
　

各
支
所

▼
販
売
価
格

　

・
県
民
手
帳 

５
０
０
円

　

・
農
業
日
誌 

１
、４
７
０
円

　

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌 

１
、４
７
０
円

　

・
新
農
家
暦 

４
９
０
円

　

h
情
報
統
計
課

　
　

f（
２
５
）８
５
２
７

　

今
年
に
入
っ
て
か
ら
10
月
末
ま
で
に

市
内
で
６
件
も
の
交
通
死
亡
事
故
が
発

生
し
、
前
年
の
４
件
を
上
回
る
非
常
事

態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

10
月
17
日
（
月
）、
15
時
20
分
ご
ろ
、

今
津
町
浜
分
の
県
道
海
津
今
津
線
で
、

ト
ラ
ッ
ク
が
追
い
越
し
ざ
ま
に
原
付
バ

イ
ク
に
接
触
。
原
付
バ
イ
ク
の
運
転
手

が
転
倒
し
死
亡
す
る
と
い
う
事
故
が
発

生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
故
の
原
因
と
し
て
は
、
大
型

ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
手
が
カ
ー
ブ
に
入
る

前
に
追
い
越
そ
う
と
ハ
ン
ド
ル
操
作
を

誤
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
道
路
は
途
中
に
長
い
直

線
区
間
が
あ
り
、
全
体
的
に
速
度
超
過

の
車
両
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
直
線
で

速
度
を
上
げ
て
、
追
い
越
し
を
し
よ
う

と
す
る
と
、
カ
ー
ブ
の
先
か
ら
来
る
対

向
車
両
の
確
認
が
遅
れ
、
対
処
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

　

制
限
速
度
を
し
っ
か
り
守
り
、
対
向

車
に
注
意
し
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

　

h
交
通
対
策
課

　
　

f（
２
２
）０
０
５
８

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
に

所
有
さ
れ
て
い
る
土
地
、
家
屋
、
償
却

資
産
に
対
し
て
課
税
さ
れ
る
税
金
で

す
。

　

こ
の
た
め
、
家
屋
の
新
築
や
増
築
、

取
り
壊
し
、
売
買
、
相
続
な
ど
さ
れ
た

場
合
、
次
の
い
ず
れ
か
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。

　
○
建
築
確
認
が
不
要
な
家
屋
の
場
合

　

建
築
確
認
を
必
要
と
し
な
い
地
域
や

建
築
面
積
が
10
㎡
未
満
の
家
屋
に
つ
い

て
も
、新
築
や
増
築
を
さ
れ
た
場
合
は
、

固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す

の
で
、税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　○

不
動
産
登
記
が
さ
れ
て
い
る
家
屋
の

　

場
合

　
【
取
り
壊
し
た
と
き
】

・
法
務
局
で
「
滅
失
登
記
」
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
滅
失
登
記
が
12
月
31
日
ま
で
に

完
了
し
な
い
場
合
は
、「
建
物
滅

失
届
」
を
税
務
課
ま
た
は
支
所
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
【
売
買
、
相
続
な
ど
を
し
た
と
き
】

・
法
務
局
で
「
所
有
権
移
転
登
記
」

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
売

買
契
約
済
ま
た
は
相
続
協
議
済
で

あ
っ
て
も
、
登
記
が
12
月
31
日
ま

で
に
完
了
し
な
い
場
合
、
平
成
24

年
度
の
納
税
義
務
者
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。

　
○
不
動
産
登
記
が
さ
れ
て
い
な
い
家
屋

の
場
合

　
【
取
り
壊
し
た
と
き
】

・「
建
物
滅
失
届
」
を
税
務
課
ま
た

は
支
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
【
売
買
、
相
続
な
ど
を
し
た
と
き
】

・「
未
登
記
家
屋
の
所
有
者
変
更

届
」
を
税
務
課
ま
た
は
支
所
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
契
約
書
、

協
議
書
の
写
し
等
権
利
が
確
認
で

き
る
書
類
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
）

※
道
路
改
良
な
ど
の
公
共
工
事
で
、
家

屋
を
取
り
壊
さ
れ
た
場
合
も
届
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
届
出
等
が
遅
れ
る
と
引
き
続
き
課
税

さ
れ
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
市
役
所
で
の
手
続
き
に
必
要
な
「
建

物
滅
失
届
」「
未
登
記
家
屋
の
所
有

者
変
更
届
」
の
用
紙
は
、
税
務
課
ま

た
は
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

h
税
務
課　

　
　

f（
２
５
）８
１
１
６

林
業
退
職
金
共
済
制
度

か
ら
の
お
知
ら
せ

２
０
１
２
年
版
県
民
手
帳

等
販
売
中

市
内
で
交
通
死
亡
事
故
が

　

多
発
し
て
い
ま
す
！

防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受

信
機
が
変
わ
り
ま
す

【
固
定
資
産
税
】

家
屋
の
新
増
築
・
売
買
・
相
続

な
ど
を
し
た
ら
届
出
を
!!

▲デジタル対応の新しい戸別受信機

県
道
海
津
今
津
線（
54
号
線
）

浜
分
沼

交通死亡事故
現場

Ｓ字カーブになっ
ていて、対向車を
発見しにくい

至 新旭

至 マキノ

北仰東
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報19 2011・12・1 紙ごみ減量標語応募作品 「紙ゴミは　可燃ゴミじゃない　資源ゴミ」　山本　悠（安曇川） 紙ごみ減量標語応募作品 「紙ごみ減
げん

　未
あ

来
す

へつながる　リサイクル」　岩佐　真志（今　津）

　10月16日（日）、ゲストランナーに谷川真理
さんを迎え、2011びわ湖高島栗マラソン大会を
開催しました。マキノピックランドを発着点とし
て、知内川サイクリングロードからメタセコイヤ
並木などをコースに、2,045人が力走されまし
た。
　秋晴れに恵まれ、参加者の皆さんは高島市の豊
かな自然を肌で感じながらさわやかな汗を流され
ました。 （市民スポーツ課）

2011びわ湖高島栗マラソン大会

2,000人がマキノを快走！

第11回全国障害者スポーツ大会

出場4選手、共に好成績！

交通安全パレード＆交通安全市民大会

　10月22日（土）から24日（月）まで、山
口県で開催された、第11回全国障害者スポー
ツ大会「おいでませ！ 山口大会」に、市内か
ら４人の選手が出場されました。日頃の成果を
存分に発揮され、見事な成績を収められました。

（障害福祉課）

　　　　　　　　　　　　　　　　※敬称略
【陸　上】
　三原　新悟（朽木）
　　ジャベリクスロー４位、ソフトボール投げ６位
　松井　清（新旭町）
　　ジャベリクスロー５位、ソフトボール投げ５位

【フライングディスク】
　谷口　健次（マキノ町）
　　アキュラシ―（ディスリート・セブン）７位
　　ディスタンス（立位）２位

【ボウリング】
　吹田　清次（安曇川町）２位

　高齢者の交通事故防止を重点的に取り組む
「思いやりゾーン」に指定された高島市勝野地
域で、10月13日（木）、高齢者の交通事故防
止を目的とした、交通安全啓発パレードが実施
されました。パレードでは、浅井三姉妹の着ぐ
るみや警察官姿に扮したしろふじ保育園の園児
ら100人が、事故防止を願って行進しました。
　また、10月23日（日）には、藤樹の里文化
芸術会館で高島交通安全市民大会が開催されま
した。大会では、各種交通安全功労者表彰のほ
か、滋賀県立高島高等学校吹奏楽部による演奏
や交通安全教室が行われました。
　これからの季節は、急激な気象の変化や路面
凍結などが発生しやすくなります。自動車を利
用される方は、早めに冬用タイヤに交換される
とともに、雪道を走行されるときは時間にゆと
りを持って、一層の安全運転に心がけましょう。

（交通対策課）

第7回近畿一般男子ソフトボール大会

　９月27日（火）に高島市健康の森梅ノ子運
動公園で、第１回高島市長杯グラウンド・ゴル
フレディース大会が開催されました。150人
の参加者の中から次の方々が好成績を収められ
ました。 （市民スポーツ課）

　６月に甲賀市で開催された「第７回全国一般
男子ソフトボール大会滋賀県予選」で、今津レ
イカーズが準優勝され、10月23日（日）奈良
市都祁生涯スポーツセンターで開催された「第
７回近畿一般男子ソフトボール大会」に出場さ
れました。結果は惜しくも初戦敗退でしたが、
滋賀県代表として素晴らしい試合を展開されま
した。 （市民スポーツ課）

園児ら事故防止を願う

今津レイカーズ初戦惜敗

高島市長杯グラウンド・ゴルフレディース大会

初代チャンピオンに浅尾さん

 ※敬称略
優　勝　　浅尾　克子　（高　島）／写真中央
準優勝　　本庄　スミ枝（新旭町）／写真右
３　位　　桂田　安子　（新旭町）／写真左

《ハーフ男子》779人完走
　98位 宮本　泰

《ハーフ女子》166人完走
　38位 末永　仁恵
　86位 寺本　早苗

《クォーター男子》361人完走
　18位 木下　裕也
　28位 岡野　隼
　45位 坪江　直紀
　55位 今川　辰美
　61位 枩田　寛之
　77位 山村　栄治郎
　83位 清水　健太
 100位 大窪　公規

《クォーター女子》218人完走
　27位 西澤　千尋 
　62位 枩田　千秋
　90位 奥村　雅子

▼種目別順位（高島市民100位以内） 

　56位 鳥居　早苗    
 100位 田邉　久美子

　26位 山下　通
　41位 土守　将史
　46位 伊東　茶宥
　59位 角　　昭宏
　63位 柳森　真人
　79位 山田　真吾
　97位 早藤　利宏

　50位 坂口　未祐
　75位 保井　きよ美 
　99位 桒原　千代美 

※敬称略

マ
ン
シ
ョ
ン
の

悪
質
な
勧
誘

「
投
資
用
に
マ
ン
シ
ョ
ン
を

買
わ
な
い
か
」
と
い
う
勧
誘

電
話
が
し
つ
こ
く
か
か
っ
て

く
る
の
で
困
っ
て
い
る
。

【改正ポイント】
☆勧誘に先立って、会社名や目的を告げずに勧誘を行う
ことを禁止

☆契約しない意思を表示した者に対する再勧誘を禁止
☆迷惑な時間の電話・訪問勧誘を禁止

宅地建物取引業法の施行規則が改正され、
禁止事項が明確になりました。必要なけれ
ばきっぱりと断り、すぐに電話を切りましょ
う。

　勧誘してきた日時、会社情報（会社名、所在地、免許証
番号）、担当者名、具体的なやりとりを記録して、その宅
地建物取引業者に免許を与えている国土交通省地方整備局
や都道府県の宅建業法担当課に情報提供しましょう。

　h生活相談課　f（25）8125

【次のような勧誘を受けた場合】

★断ったにもかかわらず、しつこく電話をかけてくる
★深夜や早朝といった迷惑な時間に電話をかけられた
★脅迫めいた発言があった　　　　　　　　　…など
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報21 2011・12・1 紙ごみ減量標語応募作品 「紙ゴミは　少ない方が　いいじゃない !」　伊原　彩音（安曇川） 紙ごみ減量標語応募作品 「紙ごみは　しっかり分けて　再利用」　市川　智也（今　津）

火災 救急 救助
（　）内は年累計

建物火災／1（11）
林野火災／0（0）

▼  火　災

▼  救　急

▼  救　助

今　年 昨　年 増　減
人身事故発生件数 190件 195件 ▲5件

死　　者　　数 6人 3人 3人

傷　　者　　数 250人 266人 ▲16人

発生場所
マキノ 22
今　津 47
朽　木 7
安曇川 47
高　島 25
新　旭 42

●発生状況（累計）

交通事故／1（15）
その他／1（14）

車 両 火 災／1（4）
その他火災／2（7）

交通事故／22（187）
急 病／121（1268）

一般負傷／29（327）
その他／39（258）

火 災／2（8）
水難事故／0（4）
（注）【救急】 その他=火災+労働災害+運動競技+
 加害+自損行為+転院搬送等
 【救助】 その他=自然災害+機械事故+
 建物事故+ガス事故+爆発等

高島市内の交通事故発生状況 （平成23年10月末現在） 火災火災10月の 件数

h消防本部　消防総務課　f（22）5401

　犯罪被害の防止
　犯罪被害を防止するため、市民ボランティアと連携して、防犯パ
トロールや少年非行防止のための街頭補導活動を実施するほか、金
融機関やコンビニ等への防犯指導や立ち寄り警戒を強化します。

　交通事故の防止
　交通事故を防止するため、高齢者に対する交通安全指導、シート
ベルトとチャイルドシートの着用指導を行うほか、事故の多い夕暮
れ時や夜間には、飲酒運転等悪質交通違反の取り締まりを強化しま
す。

○犯罪被害防止のため
・空き巣等の被害にあわないため、出かける時は戸締りをしっか
りする。

・車上ねらいにあわないため、車には貴重品を載せておかない。
・自転車盗にあわないため、駐輪するときは、ツーロックする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　ことを心がけてください。

○交通事故防止のため
・シートベルト、チャイルドシートを忘れずに着用する。
・速度は控えめにする。
・見えにくい夕方は、ヘッドライトを早めに点灯する。

　ことを心がけてください。

　年末年始は、金融機関やコンビニ等を狙った強盗事件、車上ねらい・空き巣など
の窃盗事件、飲酒の絡む暴力事件や交通事故が多発することが予想されます。

年末年始の慌ただしい時こそ、
犯罪・交通事故対策 を！

その
他

古　
紙

大掃除前一括処分!!
第７回リサイクル広場開催

地域別　可燃ごみ削減状況

紙ごみ分別研修会を
実施しました

　今津町の中浜サンズクリーン（代表　市川　
清氏）では、毎月１回、中浜区周辺の湖岸に、
散乱しているゴミの収集など、地域に根差した
活動をされています。いつもきれいにしていた
だき、ありがとうございます。

皆さんのご協力のおかげです

hごみ減量推進室　f（25）8123

　９月から10月にわたり延べ17回、市内全域において
実施した「紙ごみ分別研修会」には、多数の区・自治会長様、
環境推進員様にご参加いただきました。
　その中で、次のような貴重なご意見をいただきました。

　いただいたご意見
は、今後皆様のご協
力を得ながら、ごみ
減量大作戦に反映し
てまいります。

「シュレッダーごみ」を市の「燃やせる
ごみ袋」に入れている人が多い。

地域の中に別荘が多く、別荘からのごみ
は分別ルールが守られていないことが多
い。

雑誌等をはじめ、ほとんどの古紙はリサ
イクルできるので、逆にリサイクルでき
ない古紙を分かりやすく挙げてほしい。

地域の中では高齢化が進み、ごみの分別
が浸透するには時間がかかる。

１戸あたりにおける
可燃ごみ削減取組状況（地域別・10月分）

０kg
マキノ

５kg
今津

０kg
朽木

７kg
安曇川

５kg
高島

１kg
新旭

　高島市内の10月の地域別ごみ削減状況をお知らせ
します。
　皆さんのご協力により、確実に燃やせるごみの量が
削減されています。燃やせるごみ袋に入れる前に、『こ
れリサイクルできないかな？』と、もう一度確認して
みましょう。ちょっとした心がけとひと手間が、燃や
せるごみを確実に減らします。
　『めざそうよ！　紙ごみ減量　日本一』に、ご協力
をよろしくお願いします。

　今回のリサイクル広場は、これまでとは違う「燃
やせるごみ」「燃えないごみA類」「草木」「廃食
油」「粗大ごみ」以外のすべてのごみを持ち込む
ことができる大掃除前一括処分のリサイクル広場
です。

▼日　時　12月18日（日）13時～15時
▼場　所　安曇川公民館駐車場
▼回収できるもの
　新聞、ダンボール、飲用紙パック、その他古紙
（雑誌）、シュレッダー紙、古着、燃えないごみ
Ｂ類、びん類、缶類、ペットボトル、有害ごみ

★開催前に持ち込まれたごみは回収できませんの
で、ご協力をお願いいたします。
★回収品目以外のものを持ち込ま
れた場合は、お持ち帰りいただ
きます。ご了承ください。

ご
み
減
量
大

作
戦
の
「
の

ぼ
り
旗
」
が

目
印
で
す
。

h高島警察署　f（22）0110

ごみ減量
大作戦

この事業は全国モーターボート競走施行者協議会からの拠出金を受けて実施するものです。



紙ごみ減量標語応募作品 「かみゴミは　すてずにわけて　リサイクル」　中村　季咲（高　島） 紙ごみ減量標語応募作品 「紙ゴミは　少しの努力で　へらせるよ」　本村　光（今　津）

　豊かで便利な生活をごく当たり前の
こととして過ごしてきた今日、肥満や
食生活の偏り、運動不足などから糖
尿病になる人が増えています。糖尿
病予防のための正しい知識を身に付け、
毎日の生活を明るく健やかに過ごしま
せんか？

　▼日　時　12月12日（月）
　　　　　　９時30分～15時
　▼場　所　安曇川ふれあいセンター
　▼内　容　糖尿病予防のための基礎

講座、調理実習「糖尿病
予防の食事」、運動

　▼定　員　30人（先着順）
　▼持ち物　エプロン、三角巾、上靴
　▼その他　動きやすい服装でお越し

ください。
参加費は無料です。　

　
　　h・i健康推進課
　　　f（25）8078

　ウォーキングマップのコースを歩く健康たかしまいきい
きウォーキングを月１回開催しています。
　今月は、松林を映す美しい湖面をながめ、対岸の伊吹山
や竹生島など湖畔の風景を楽しむ「マキノサニービーチ松
林コース（マキノ）約2.7㎞」です。ウォーキングリーダー
さんと楽しく歩きませんか。
　
　▼日　　時　12月４日（日）
　　　　　　　　９時30分～11時30分
　▼集合場所　ＪＲマキノ駅　
　▼持ち物等　帽子、はきなれた靴、リュックサック、
　　　　　　　タオル、お茶、雨具（雨が降りそうな時）
　　　　　　　防寒着、手袋

　h健康推進課　f（25）8078

健康推進員による
糖尿病予防のための講習会

＜参加にあたってのお願い＞
・参加される方は、日頃からご自身の健康管理を
お願いします。

・申し込みは不要です。参加を希望される方は現
地にお集まりください。

・悪天候の場合、実施の有無は現地に集合した人
で判断をしますので中止の連絡は行いません。

いっしょに歩きませんか
健康たかしまいきいきウォーキング

虐
待
が
、

　

子
ど
も
に
与
え
る
影
響

●
子
ど
も
家
庭
相
談
課　

f（
２
５
）８
５
１
７

　
　

ま
た
は
市
内
各
保
健
セ
ン
タ
ー

●
滋
賀
県
中
央
子
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　

f
０
７
７（
５
６
２
）１
１
２
１

相
談
先

（
通
告
先
）

新聞紙をちぎってポーイ

風車村でガチョウを発見！

年長さんからペンダントをプレゼント

音楽にあわせて親子で踊
りましょう

　

h
子
育
て
支
援
課

　
　

f（
２
５
）８
１
３
６

～
あ
な
た
の
子
育
て
み
ん
な
で
応
援
し
ま
す
～

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
行
っ
て

み
よ
う
！

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
子
育
て

中
の
方
々
を
地
域
全
体
で
支
援
し
て
い

く
た
め
に
、
市
内
６
か
所
の
市
立
保
育

園
や
児
童
館
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
、
親
子
で
安
心

し
て
遊
べ
る
部
屋
が
あ
り
、
子
育
て
に

つ
い
て
の
情
報
交
換
や
地
域
へ
出
向
く

「
出
前
ひ
ろ
ば
」
な
ど
各
地
域
の
特
色

を
生
か
し
た
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
に
不
安
や

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
方
の
子
育
て

相
談
や
、
専
門
家
や
保
育
士
に
よ
る
育

児
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

初
め
て
の
育
児
、「
こ
れ
で
い
い
の

か
不
安
・
・
・
」「
ち
ょ
っ
と
し
た
相

談
に
の
っ
て
ほ
し
い
・
・
・
」。
そ
ん

な
と
き
は
、
ま
ず
は
お
近
く
の
『
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
』
を
訪
れ
て
み
ま
せ

ん
か
！

f（
２
５
）８
１
３
６

子
育
て
支
援
課

f 子
育
て
支
援
課

f（
２
５
）８
１
３
６

ミニ遠足

運動遊び

１歳の
お誕生会

ふれあい
運動遊び

お
父
さ
ん
も

一
緒
に
遊
ぼ

「
心
と
体
の
発
達
へ
の
悪
影
響
」
と

「
心
の
傷
」
と
い
う
二
重
の
後
遺
症

子
ど
も
の
虐
待
を
な
く
そ
う
！
⑨

　

子
ど
も
は
親
の
「
持
ち
物
」
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
生
き
る
権
利
を
持
っ
た
ひ

と
り
の
人
間
で
す
。

　

子
ど
も
を
ひ
と
り
の
人
間
と
し
て
認

め
、
そ
の
人
権
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、

親
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
子
ど
も
の
人
権

を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
こ
と
は
許
さ
れ

ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、親
が「
愛
情
を
持
っ

て
子
ど
も
を
し
つ
け
て
い
る
の
だ
」
と

主
張
し
て
も
、
そ
の
行
為
が
結
果
的
に

子
ど
も
の
発
育
や
発
達
に
悪
い
影
響
を

与
え
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
虐
待
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
す
。
虐
待
か

ど
う
か
は
、
親
側
の
事
情
で
は
な
く
、

子
ど
も
側
の
視
点
か
ら
、
親
の
行
為
が

子
ど
も
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て

い
る
か
に
よ
っ
て
判
断
を
す
る
も
の
で

す
。

　

虐
待
は
、
成
長
段
階
に
あ
る
子
ど
も
に
深
刻
な
影
響
を
も
た

ら
し
ま
す
。「
心
と
体
の
発
達
へ
の
悪
影
響
」
と
「
心
の
傷
」

と
い
う
二
重
の
後
遺
症
を
残
す
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

身
体
的
虐
待
の
後
遺
症
と
し
て
、
知

的
発
達
の
障
が
い
が
現
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
ネ
グ
レ
ク
ト
に
よ
っ
て

年
齢
に
ふ
さ
わ
し
い
基
本
的
な
生
活
習

　

打
撲
・
骨
折
・
火
傷
な
ど
の
外
傷
、

衛
生
状
態
の
悪
さ
に
よ
る
不
潔
さ
・
皮

膚
疾
患
、
性
的
虐
待
に
よ
る
妊
娠
・
性

感
染
症
な
ど
。

　

ま
た
、
愛
情
が
遮
断
さ
れ
る
こ
と
に

よ
る
発
育
不
全
な
ど
が
生
じ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

保
護
者
か
ら
人
格
を
否
定
さ
れ
る
よ

う
な
言
動
を
絶
え
ず
浴
び
せ
か
け
ら
れ

る
こ
と
に
よ
り
「
自
分
は
存
在
価
値
の

な
い
人
間
だ
」
と
思
っ
た
り
、
自
傷
や

自
殺
未
遂
な
ど
の
行
為
に
結
び
つ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ち
ょ
っ
と
し

た
注
意
や
叱
責
で
も
、
虐
待
さ
れ
た
場

面
が
よ
み
が
え
っ
て
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ

た
り
、
興
奮
し
て
暴
れ
た
り
、
う
つ
状

態
な
ど
の
精
神
症
状
が
現
れ
た
り
す
る

子
ど
も
も
い
ま
す
。

　

不
安
や
孤
独
、
虐
待
を
受
け
た
こ
と

へ
の
怒
り
な
ど
を
さ
ま
ざ
ま
な
行
動
で

表
し
ま
す
。
集
中
力
や
落
ち
着
き
の
な

さ
、
衝
動
的
な
行
動
な
ど
が
特
徴
と
し

て
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
家
に
帰
り
た
が
ら
な
い
」、

「
家
出
や
万
引
き
を
繰
り
返
す
」、「
過

度
に
性
的
な
興
味
を
示
す
」
な
ど
の
非

行
の
背
景
に
虐
待
が
あ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

虐
待
は
、
子
ど
も
に
対
す
る

重
大
な
人
権
侵
害
で
す

身
体
へ
の
影
響

知
的
発
達
へ
の
影
響

人
格
形
成
へ
の
影
響

行
動
へ
の
影
響

慣
が
身
に
つ
い
て
い
な
か
っ
た
り
、
成

長
に
必
要
な
語
り
か
け
な
ど
が
な
い
こ

と
に
よ
り
、
知
的
発
達
が
妨
げ
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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年
齢
別
で
遊
べ
る
広
場
も

あ
る
よ
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マキノ
今 津
新 旭

朽 木
安曇川
高 島

⑬放課後の子どもたち
　

青
少
年
育
成
市
民
会
議

で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
体

験
活
動
を
支
援
・
指
導
す

る
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
を

兼
ね
た
登
山
を
10
月
15
日

（
土
）
に
実
施
し
、
市
内

の
小
学
校
４
年
生
か
ら
６

年
生
ま
で
の
18
人
の
子
ど

　

義
務
教
育
９
年
間
を
見
通
し
、
子
ど

も
た
ち
の
成
長
と
学
び
の
連
続
性
を
重

視
し
た
小
中
一
貫
教
育
を
推
進
す
る
こ

と
は
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
学

力
の
向
上
を
図
り
、
豊
か
な
人
間
性
や

た
く
ま
し
い
心
身
を
育
み
ま
す
。

　

現
在
、
各
小
中
学
校
で
は
、
小
中
一

貫
教
育
の
研
究
お
よ
び
実
践
・
交
流
を

進
め
て
い
ま
す
。

　　

議　
　
　

案

・
高
島
市
立
朽
木
西
小
学
校
平
良
分
校

の
廃
止
に
つ
い
て

　

主
な
協
議
、
報
告
事
項

・
平
成
23
年
度
小
中
一
貫
教
育
研
究
発

表
大
会
に
つ
い
て

・
平
成
22
年
度
社
会
教
育
事
業
に
つ
い

て

も
た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

比
叡
平
か
ら
大
文
字
山
の
山
頂
ま

で
声
を
か
け
合
い
な
が
ら
約
２
時
間

歩
い
て
山
頂
に
着
く
と
、
目
の
前
は

霧
が
か
か
り
曇
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
風
が
ひ
と
吹
き
す
る
と
、
京

都
の
ま
ち
な
み
が
一
面
に
広
が
り
、

劇
的
な
景
色
の
変
化
に
子
ど
も
た
ち

か
ら
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

山
を
降
り
て
か
ら
は
、
班
に
分
か

れ
て
サ
ポ
ー
タ
ー
と
一
緒
に
銀
閣
寺

か
ら
平
安
神
宮
ま
で
散
策
を
し
ま

し
た
。 

商
店
街
で
買
い
物
を
す
る
な

ど
、
ま
ち
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い
も
楽

し
み
ま
し
た
。

第
10
回
定
例
会
報
告

10
月
24
日
開
催

小
中
一
貫
教
育
の
推
進
体
制

○
小
中
一
貫
教
育
連
絡
協
議
会

　

小
中
一
貫
教
育
の
円
滑
な
実
施
お
よ

び
研
究
の
成
果
の
普
及
を
推
進
し
ま

す
。

○
中
学
校
区
小
中
一
貫
教
育
推
進
委
員

会

　

各
学
校
長
お
よ
び
小
中
一
貫
教
育
担

当
教
員
を
委
員
と
し
、
具
体
的
な
研

究
・
実
践
内
容
な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

○
教
職
員
の
研
修

・
小
中
一
貫
教
育
に
関
す
る
先
進
地
視

察
を
実
施
し
、
小
中
一
貫
教
育
の
研

究
を
行
い
ま
す
。

・
公
開
授
業
や
実
践
発
表
を
行
う
小

中
一
貫
教
育
研
究
発
表
大
会
を
開
催

し
、
教
育
実
践
に
生
か
し
ま
す
。

平
成
23
年
度
の
取
組
内
容

○
マ
キ
ノ
中
学
校
区

・
い
じ
め
、
不
登
校
等
合
同
研
修

・
算
数
、
数
学
の
学
力
向
上
の
研
究

・
授
業
研
究
、
出
前
授
業
の
実
施

～よえもん道場　大文字山に登る～

○
今
津
中
学
校
区　

・
中
学
校
１
年
生
対
象
の
ア
ン
ケ
ー
ト

実
施

・
家
庭
教
育
と
の
連
携
「
つ
な
が
り
」

通
信
の
発
行

・
小
学
校
教
員
に
よ
る
部
活
動
指
導
と

学
習
指
導

○
朽
木
中
学
校
区

・
小
中
学
校
の
日
課
調
整
、
授
業
支
援

・
小
中
共
用
体
育
館
の
活
用

・
外
国
語
教
育
の
小
中
連
携
強
化

○
安
曇
川
中
学
校
区

・
授
業
交
流
や
教
職
員
全
員
研
修
会
の

実
施

・
行
事
な
ど
で
の
交
流
活
動
の
促
進

・
児
童
生
徒
へ
の
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
の

実
施

○
高
島
中
学
校
区

・
小
中
合
同
職
員
会
議
、
拡
大
生
徒
指

導
委
員
会
の
実
施

・
合
同
行
事
（
体
育
祭
、
運
動
会
、
文

化
祭
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
な
ど
）
の
実

施
・
ス
テ
ー
ジ
間
の
交
流
（
読
み
聞
か
せ

活
動
、
１
／
２
成
人
式
、
ち
び
っ
こ

祭
）

○
湖
西
中
学
校
区

・
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
対
応
連
携

・
小
中
学
校
、
園
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー
の

配
布

・
小
中
共
通
テ
ー
マ
に
よ
る
生
活
実
践

　
（
テ
ー
マ　

い
い
朝
を
迎
え
よ
う
）

小
中
一
貫
教
育
の

推
進
に
つ
い
て

　日頃の悩みや不安を少しでも解消し、明日
からの介護が前向きに行えるよう情報交換し
ていきましょう。

　▼日　時　12月８日（木）
　　　　　　　11時～15時
　▼場　所　安曇川公民館
　▼内　容　「高齢者の権利を守るために」
　　　　　　　～地域で安心して
　　　　　　　　　介護を続けるために～
　　　　　　講義・座談会
　▼講　師　特定非営利活動法人あさがお　
　　　　　　　所長　尾崎　史氏

　h北部地域包括支援センター 
　　　f（22）0193
　　南部地域包括支援センター　
　　　f（32）2520

12月の家族介護教室

　

近
年
、
う
つ
病
が
増
え
て
い
る

と
い
わ
れ
ま
す
が
、
高
島
市
も
例

外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
う
つ
病

は
「
こ
こ
ろ
の
か
ぜ
」
と
表
現
さ

れ
る
こ
と
も
あ
る
く
ら
い
、
誰
も

が
か
か
る
可
能
性
の
あ
る
病
気
で

す
。
し
か
し
「
か
ぜ
は
万
病
の
も

と
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
う
つ

病
も
放
っ
て
お
く
と
重
症
化
・
長

期
化
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
特
に
高
齢
者
の
場

合
、
病
気
に
な
っ
た
り
、
仕
事
や

家
庭
で
の
役
割
が
大
き
く
変
わ
っ

た
り
、親
し
い
人
と
の
別
れ
な
ど
、

大
き
な
ス
ト
レ
ス
が
か
か
る
こ
と

も
多
く
、う
つ
状
態
が
長
引
く
と
、

か
ら
だ
の
健
康
面
に
も
強
く
影
響

が
出
や
す
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り

ま
す
。

　

高
齢
者
の
う
つ
病
で
は
、一
見
、

気
分
の
落
ち
込
み
が
目
立
た
ず

に
、
次
の
よ
う
な
症
状
の
ほ
う
が

目
立
つ
こ
と
も
多
い
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
、単
に
「
年
の
せ
い
…
」

と
誤
解
さ
れ
た
り
、
認
知
症
と
間

違
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
症
状
は
多
様
で
す

が
、「
な
ん
だ
か
い
つ
も
と
違
う

み
た
い
」
と
い
う
気
付
き
は
非
常

に
重
要
で
す
。
ま
ず
は
迷
わ
ず
、

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
を
ゆ
っ
く
り
休

め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
（
一
番

急
ぐ
こ
と
を
一
日
一
つ
だ
け
す

る
、
無
理
な
外
出
は
避
け
る
、
な

ど
）。
家
族
や
親
し
い
人
に
気
持

ち
を
話
す
の
も
大
切
で
す
。
長
期

間
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
、
か
か
り

つ
け
医
や
専
門
機
関
（
精
神
科
・

神
経
科
）、
ま
た
は
健
康
推
進
課
・

最
寄
り
の
保
健
セ
ン
タ
ー
・
高
島

保
健
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
こ
ろ　

い
き
い
き

高
齢
者
の
う
つ
病
を

　
　
　

  

防
ぎ
ま
し
ょ
う

高
齢
者
の
う
つ
病
を

　
　
　

  

防
ぎ
ま
し
ょ
う

・からだの不調（痛み・不眠・
しびれ　等）をしつこく訴え
るようになった。
・落ち着きがなくなって、そわ
そわする。
・食欲が落ち、体重が減った。
・物事への関心や興味がなくな
り、疲れやすい。　など

〈こんな症状はありませんか？〉
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10月に開催しました定例教育委員会についてお知らせします。

教育委員会informationに対するご意見等は、高島市教育委員会事務局教育総務課 f（32）1132 までお気軽にお寄せください。

　

h
健
康
推
進
課
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公立高島総合病院からのお知らせ

紙ごみ減量標語応募作品 「紙ごみも　消しごむみたいに　減るだろう」　保坂知裕里（今　津）

　

日
本
人
女
性
の
20
人
に
１
人
が
乳
が

ん
に
な
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
壮
年
層

（
30
歳
か
ら
60
歳
ま
で
）
の
が
ん
死
亡

原
因
の
第
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

乳
が
ん
は
早
期
に
発
見
・
治
療
す
る

こ
と
で
高
い
確
率
で
治
る
病
気
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
自
分
の
乳
房
に

つ
い
て
学
び
、
変
化
に
気
づ
く
よ
う
に

な
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
定
期
的
に
検

診
を
受
け
る
よ
う
に
し
て
、
早
期
発
見

に
努
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

当
院
で
は
乳
腺
外
来
を
木
曜
日
に
開

い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
島
市
に
在
住

の
40
歳
以
上
の
女
性
に
つ
い
て
は
、
個

別
に
乳
が
ん
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
、
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
市
役

所
健
康
推
進
課
、
ま
た
は
各
保
健
セ
ン

タ
ー
（
朽
木
は
朽
木
支
所
）
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

  

Ｑ
１　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
と
は
‥
‥

　

乳
が
ん
を
診
断
す
る
方
法
の
ひ
と
つ

で
、
乳
房
の
Ｘ
線
撮
影
の
こ
と
で
す
。

乳
房
は
柔
ら
か
い
組
織
で
で
き
て
い
る

た
め
に
、
専
用
の
Ｘ
線
撮
影
装
置
（
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）
を
使
用
し
て
撮
影
し

ま
す
。
こ
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
で
触
っ

て
も
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
早
期
の
小
さ

な
乳
が
ん
や
し
こ
り
を
作
ら
な
い
乳
が

ん
、
非
常
に
微
細
な
石
灰
化
も
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

Ｑ
２　

撮
影
方
法
は
‥
‥

　

乳
房
を
左
右
別
々
に
斜
め
方
向
と
上

下
方
向
の
２
方
向
で
撮
影
し
ま
す
。
乳

が
ん
検
診
で
は
斜
め
方
向
の
み
の
１
方

向
で
撮
影
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
撮

影
の
際
、
乳
房
を
体
か
ら
離
す
よ
う
に

引
っ
張
り
、
透
明
な
板
で
強
め
に
押
さ

え
て
圧
迫
し
撮
影
し
ま
す
。

　

Ｑ
３　

圧
迫
す
る
の
は
‥
‥

　

乳
房
を
圧
迫
す
る
こ
と
で
乳
房
内
部

の
構
造
が
分
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

良
い
写
真
を
撮
る
た
め
に
圧
迫
は
重
要

で
す
。
ま
た
、
圧
迫
す
る
と
乳
房
が
薄

く
な
る
た
め
少
な
い
線
量
で
撮
影
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
圧
迫
に
よ
る
痛
み

に
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
が
、
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
て
力
を
抜
く
と
痛
み
が
和
ら
ぎ

や
す
い
よ
う
で
す
。

　　

Ｑ
４　

放
射
線
被
ば
く
は
‥
‥

　

Ｘ
線
を
用
い
た
検
査
な
の
で
放
射
線

被
ば
く
が
あ
り
ま
す
が
、
人
体
に
及
ぼ

す
危
険
性
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
１
回
の
撮
影
で
受
け

る
放
射
線
量
は
、
東
京
か
ら
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
へ
飛
行
機
で
行
く
と
き
に
浴
び

る
自
然
放
射
線
（
宇
宙
線
）
の
約
半
分

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｑ
５　

撮
影
す
る
時
期
は
‥
‥

　

乳
房
を
圧
迫
し
ま
す
の
で
、
乳
房
が

張
っ
て
い
る
時
期
は
避
け
た
ほ
う
が
良

い
と
思
い
ま
す
。
閉
経
前
の
方
が
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
を
受
け
ら
れ
る
と
き
は
、

月
経
開
始
日
か
ら
１
週
間
後
の
乳
房
が

柔
ら
か
い
時
期
が
良
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　　

当
院
の
放
射
線
室
に
は
女
性
放
射
線

技
師
も
在
籍
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
、

男
性
の
放
射
線
技
師
に
よ
る
検
査
を
受

け
る
こ
と
に
た
め
ら
っ
て
い
た
方
も
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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、
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国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
な
い
ま

ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来
の
老
齢
基
礎

年
金
、
病
気
や
ケ
ガ
で
障
が
い
者
と

な
っ
た
場
合
の
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族

基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
だ
納
付
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
納

付
書
を
ご
用
意
の
う
え
、
至
急
お
近
く

の
金
融
機
関
、
郵
便
局
ま
た
は
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
窓
口
で
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
納
め
忘
れ
が
な
く
、
納
付
の

手
間
が
か
か
ら
な
い
、
口
座
振
替
や
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
も
で
き

ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
ご
不
明

な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
高
島
市
役
所

保
険
年
金
課
・
各
支
所
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
お
よ

び
地
方
税
法
上
、
健
康
保
険
や
厚
生
年

金
な
ど
の
社
会
保
険
料
を
納
付
し
た
場

合
と
同
様
に
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し

て
そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除
さ

れ
、
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。 

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
23

年
１
月
か
ら
12
月
中
に
納
め
た
保
険
料

全
額
で
す
。（
過
去
の
年
度
分
や
追
納

保
険
料
な
ど
も
含
み
ま
す
。） 

　

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
な

く
、
配
偶
者
や
ご
家
族
の
負
担
す
べ
き

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
場
合
も
合

わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
23
年
中
に
納
付
し
た
国

民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、
社
会
保
険

料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
年
末
調
整

や
確
定
申
告
を
行
う
と
き
に
、
保
険
料

を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の

添
付
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
方
に
は
、
日
本
年
金
機
構
か

ら
『
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
』
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
申

告
書
の
提
出
の
際
に
は
必
ず
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

　

税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年
金

は
、
老
後
は
も
ち
ろ
ん
不
慮
の
事
故

な
ど
万
一
の
と
き
に
も
心
強
い
味
方
で

す
。
そ
の
た
め
に
も
保
険
料
は
納
め
忘

れ
の
な
い
よ
う
キ
チ
ン
と
納
め
ま
し
ょ

う
。

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
で
す
！

国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
ま
し
ょ
う

　大津年金事務所では、「予約
制による年金相談」を、次の
日程で開催します。

一日年金相談所

日　　時　12月22日（木）
　　　　　　10時～16時
場　　所　安曇川公民館
申込方法　予約専用電話でお申
　　　　　し込みください。

  【電話】大津年金事務所

  　f077－521－1489
    　平日８時30分～17時

※この電話では予約以外のご用
　件はお受けできません。
※予約受付は、定員になり次第、
　締め切ります。

平
成
23
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
額
は
、
１
か
月
１
５
、０
２
０
円
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募　集

　高島市では、現在、障がい別に設置している障
害者相談支援センター（ほろん・わになろう・藤
の樹）を、平成24年４月１日から身体、知的、
精神、発達などのいずれの障がいにも一元的に相
談を受けられるよう１か所に統合して今津老人福
祉センター内に設置します。
　そこで、皆さんに親しまれる相談支援センター
を目指して名称を募集します。たくさんのご応募
お待ちしています。

▼応募資格　市内在住の方
▼募集内容
　「高島市障がい者相談支援センター　○○○○
○」の○部分の名称を募集します。
・文字数は５文字に限りません。漢字、ひらが
な、カタカナを問いません。
・自作未発表のもので、他の名称と紛らわしくな
いものに限ります。
・はがき１枚に１点の応募とします。
　（１人何点でも応募できます。）
▼応募期間　12月１日（木）～１月６日（金）
　　　　　　当日消印有効
▼応募方法　官製はがき
　次の項目を記入して応募してください。
　①名称（ふりがな）、②名称の説明、③応募者
　の住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号
　※点字で応募することもできます。
▼表　　彰
　採用作品１点に、感謝状と市内障害者事業所の
製品を贈ります。
▼そ の 他
　・応募作品の著作権は、高島市に帰属します。
　・応募作品は返却しません。

　h・l障害福祉課
　　f（25）8516
　　　　〒520－1592
　　　　高島市新旭町北畑565番地

高島市障がい者相談支援センターの
名称を募集

　子どもが生まれてから、小学校へ行くまでの乳
幼児期は、家庭の中で親や保護者が子どもの発達
に合わせた教育を行うことが大切です。子どもの
成長の一つである自我の芽生えと親のかかわり方
について、講師のお話しと先輩ママとの語り合い
から学びます。

▼日　　時　12月14日（水）
　　　　　　　９時30分～11時45分
▼場　　所　今津東コミュニティセンター
▼対 象 者　乳幼児期の子どもをもつ保護者
　　　　　　（定員20人）
▼内　　容
　「子どもの成長と自我の芽生え　～伝わって
る？！　親の気持ち～」をテーマに、講師のお話
を聞いた後、“先輩ママ”の地域家庭教育アドバ
イザーとグループになって、子育て経験や悩みな
どを語り合います。
　（講師）カンガルー教室　臨床心理士
　　　　　　　　　　　　　　　坪田　至令所長
▼参 加 費　無料
▼申込締切　12月７日（水）
　　　　　　　※定員になり次第締切
▼申込方法　電話、ファックス、メール
　住所、氏名、連絡先、託児希望の有無（託児希
望の場合は、子どもの名前、性別、年齢）をご連
絡ください。

　h・i社会教育課
　　f（32）4457
　　g（32）1135
　　jsyakyo@city.takashima.shiga.jp

先輩ママに学ぶ　となりの子育て講座
受講者募集！

　樹木剪定の技能講習会の受講者を募集していま
す。

▼日　時　12月７日（水）９時～12時
▼場　所　高島保育園
▼対象者　高島市在住で55歳以上の方
▼費　用　無料
▼定　員　20人（先着順）

　h・i高島市シルバー人材センター
　　f（36）8191　g（36）8010

高年齢者対象『技能講習会』受講者募集！
 

冬の山里体験  参加者募集！放送大学滋賀学習センター
教育講座 受講生募集！

お父さんとクリスマス
ケーキを作ろう

▼日　時　２月18日（土）13時
　　　　　～19日（日）13時
　　　　　※１泊２日　
▼場　所　森林公園くつきの森
▼対象者　20歳以上の方
　　　　　（定員20人）
　　　　※最少催行人数10人
▼内　容
＜１日目＞
　冬景色の村里を散策（麻生区
を予定）します。夕食には猪鍋
をご用意。
＜２日目＞
　大豆を炊いて手作り味噌を仕
込んでいただきます。
▼参加費　一人15,000円
　　（１泊３食付き、体験料、
　　お土産代、傷害保険料込）
▼募集期間　12月10日（土）
　　　　　　～２月10日（金）

※定員になり次第締切
▼申込方法　ファックス、メール
　イベント名、参加者の住所、
氏名、年齢、電話番号を記入の
うえ、お申し込みください。

※詳細は参加者の方へ後日送付
　します。

　h・iNPO法人
　　　　麻生里山センター
　　f（38）8099
　　g（38）8012
　　jasosatoyama@ztv.ne.jp

▼日　時　12月17日(土)
　　13時30分～15時30分
▼場　所　今津図書館
▼対象者　70人（先着順）
▼内　容
 「中高年の生きかたを社会病
理から考える」
（講師）滋賀学習センター客員
　　　　教授　津島　昌弘さん
▼参加費　無料
※講座終了後、放送大学の入学
相談会を実施します。ご希望
の方はご参加ください。

《放送大学４月入学生募集》
　放送大学はテレビなどで授業
を行う通信制の大学で、多彩な
科目の中から、好きな科目だけ
を好きな時間に学ぶことができ
ます。ただいま平成24年４月
入学生を募集しています。
※市内各図書館に授業ビデオや
ＤＶＤを置いていますので、
ＣＳ放送が受信できなくても
受講ができます。

▼出願締切　２月29日（水）
※願書・資料は、社会教育課と
市内図書館に置いています。

　h・i放送大学滋賀学習
センター

　　f077（545）0362

英語国際交流サロン　参加者募集

　異文化理解を深めながら、気軽に英会話を楽し
みましょう。
▼日　時　12月３日（土）・17日（土）
　　　　　　１回目　９時30分～10時30分
　　　　　　２回目　10 時45分～11時45分
▼場　所　今津東コミュニティセンター
▼講　師　ケビン・ディーガンさん
▼定　員　各回10人程度（先着順） 

　h・i高島市国際協会事務局　f（20）1180　g（20）1182　jtifa822@ares.eonet.ne.jp

▼参加費　一般５００円、高島市国際協会会員２００円　▼申込方法　電話・ファックス・メール

師走ワークショップ「韓国の食卓part２」

　韓国語交流サロンのチョウ・ポンナさんを講師
に、韓国の料理を紹介していただきます。

▼日　時　12月８日（木）11時～14時
▼場　所　働く女性の家
▼定　員　15人
▼持ち物　エプロン、三角巾

　「お母さん、いつもありがと
う！ クリスマスプレゼントは
お父さんと作ったケーキだよ」
親子の手作りケーキを囲んで、
素敵なクリスマスイブを過ごし
ましょう♪

▼日　時　12月24日(土)
　　　　13時30分～16時30分
▼場　所　働く女性の家
▼内　容　ケーキを作ります。
出来上がったケーキは持ち帰り
ご家族でお楽しみください。
▼対象者　市内にお住まいの父子

（定員９組）
※男性の家事・育児参加を目的
　としています。
※おじいさんとお孫さんの組み
　合わせも可
※定員に満たない場合は、お母
　さん、おばあさんも参加可
▼参加費　１組2,000円

（ケーキ１台分材料費）
▼申込締切　12月15日（木）
▼申込方法　電話、ファックス

　h・i働く女性の家　
　　f/g（22）5775
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高島市人権のつどい

　市内に住む工芸作家や、こだ
わりの農産物を作られている農
家さんなど、素敵な手仕事作家
さんのお宅や工房を巡っていた
だけるイベントです。
　約40か所の会場で、50人以
上の方が出展されています。皆
さんぜひご参加ください。
　また、12月３日（土）19時
から、東洋文化研究家のアレッ
クス・カー氏をお招きしてシン
ポジウムを開催します。詳しく
はお問い合わせください。

▼日　時　12月２日（金）
　　　　　　　～４日（日）　
　　　　　各日10時～17時
▼参加費　500円
　（３日間有効なパスポート代）
※シンポジウムの参加には別途
　1,000円必要
（高島市後援）

　h結びめ
　　f090（5014）1600
　　khttp://www.

musubime.tv/

風と土の交
こう

藝
げい

　in琵琶湖高島２０１１

▼期　間
　１月７日（土）～24日（火）
▼場　所
　道の駅藤樹の里あどがわ　

★出展作品も募集しています。
　▼募集作品　日本画、洋画、
　　　　　　　版画、書
　▼応募締切　12月31日（土）
　▼参 加 料　１点1,800円

（高島市後援）

　h道の駅藤樹の里あどがわ
　　f（32）8460

近江扇面展

　第７回高島市美術展覧会での
特選以上の受賞作品を展示しま
す（高校生以上の作品対象）。
すばらしい作品を、ぜひご覧く
ださい。

▼期　間
　12月３日（土）～９日（金）
　　９時～17時　　
　※５日（月）は休館。
　　９日（金）は午前中のみ。
▼場　所
　藤樹の里文化芸術会館

　h高島市美術展覧会実行委
　　員会事務局（社会教育課）
　　f（32）4457

第４回　秀作展

▼日　時　12月18日（日)　13時～16時
▼場　所　藤樹の里文化芸術会館
▼内　容
　○人権啓発標語優秀作品表彰
　○講　演　『すべての人が誇りを持って生きられる社会に！』
　　　　（講師）社会福祉法人プロップ・ステーション
　　　　　　　　　　　　　　　理事長　竹中　ナミさん
　竹中さんは、ニックネーム「ナミねえ」で親しまれている超
元気な関西人。重度チャレンジドの子どもをもつ「おかん（母
親）」です。チャレンジドとは最近の米語で、「神から挑戦とい
う課題、あるいはチャンスを与えられた人」を意味し、障がい
をマイナスととらえるのではなく、障がいがあるゆえに体験す
るさまざまな事象を、自分のため社会のためにポジティブに活
かしていこうという想いを込めた呼称です。
　「だれかの役に立ちたい」という気持ちは人間ならではの素
晴らしい感覚です。すべての人が個性と能力を発揮し、誇りを
持って生きられる社会を目指して、ナミねえ
は日々頑張っています！  そんなナミねえの熱
い思いを語っていただきます。

▼申込方法　電話、ファックス、メール
　住所、氏名、連絡先をご連絡ください。
※手話通訳・要約筆記あり。

　h・i高島市人権教育推進協議会事務局（社会教育課内）
　　f（32）4457   g（32）1135
　　jsyakyo@city.takashima.shiga.jp

　マキノ産の新鮮な農産物の販
売や、子ども向けイベントなど、
盛りだくさんの内容で皆さんの
お越しをお待ちしています。

▼日　時　12月４日(日)
　　　　　10時～15時30分
　　　　　※少雨決行
▼場　所　マキノピックランド
▼内　容　
　グラウンドゴルフ大会、クリ
スマスミニコンサート、りんご
の皮むき競争、もちつき大会、
買物競争、紙芝居、サンタのお
楽しみ抽選会など

　hマキノピックランド
　　f（27）1811

マキノサンクスフェスタ２０１１

▼日　時　12月17日（土）
　　　　　　９時30分～
　　　　　　　14時30分
▼場　所　安曇川町川島地先の
　　　　　安曇川河川敷
▼内　容
　竹林整備、調理実習、竹工作、
竹遊び、ミニ門松づくり、こだ
わり食体験、ミニハイキング
▼参加費
　一般1,000円、中学生以下
500円、３歳以下無料
（別途門松材料費が必要。ミニ一
対1,000円、大一鉢1,000円）
▼申込締切　12月11日（日）
▼申込方法　往復はがき、ファックス
　イベント名、代表者の住所、
氏名、参加者全員の氏名、年齢、
電話番号、門松の希望種類・数、
送迎の有無を記入のうえ、お申
し込みください。
※ＪＲ安曇川駅から会場まで無
料送迎あり（９時20分発）

　h・iあどがわエコツークラブ
　　　　安曇川町青柳992-2
　　f090（4687）7589
　　g（32）0206

新竹取物語  ～冬の祭典～

　誰がいつ介護の問題に直面す
るか分かりません。男性介護者
の現状とつながり作りの大切さ
について考えてみませんか。

▼日　時
　12月３日(土)
　　13時30分～15時30分
▼場　所　安曇川公民館
▼定　員　60人
▼内　容
　講演「オトコの介護を考える」
　（講師）立命館大学
　　　　　産業社会学部教授
　　　　　　津止　正敏さん

▼申込締切
　12月２日（金）
▼申込方法
　電話、ファックス、メール

　h・i
　北部地域包括支援センター
　　f（22）0193
　　g（22）0292
南部地域包括支援センター

　　f（32）2520
　　g（32）3933
　　jhoukatu@city.
　　　takashima.shiga.jp

オトコの介護を考える
～男性介護者の現状と支援について～

平成24年 高島市成人式

　今年度、成人となる皆さんの晴れの
門出を祝福する場、そし
て新成人が社会責任を自
覚する場として成人式を
開催します。

▼日　時　１月８日（日）14時～
▼場　所　高島市民会館
▼対象者　平成３年４月２日から平成
４年４月１日までに生まれた方で高島
市に住民登録をされている方。出席を
希望されている方。
※ご家族や地域の皆さんも入場できます。
▼内　容
【第１部】式典（祝辞、新成人誓いのことばなど）
【第２部】成人式実行委員会企画

★市外へ転出されている方で参加を希
望される方は事前に青少年育成室ま
でお申し込みください。
　▼申込方法　電話、ファックス、メール

※手話通訳あり

　h・i青少年育成室
　　f（32）4458　g（32）1135
　　jseishonen@city.takashima.shiga.jp

相　　談 日　　時 場　　所 内　　　　　容
消費生活出張相談

　h生活相談課
　　f（２５）８１２５

12月12日（月）
　13時30分
　～16時30分

朽木支所

　消費者と事業者との契約に関することで、お困りのこと
やわからないことなど、消費生活相談員がご相談をお受け
します。お気軽にご相談ください。（先着順）
※この日に限らず、平日は市役所本庁で消費生活相談窓口
　を開設しています。

多重債務者
無料相談会
　h生活相談課
　　f（２５）８１２５

12月17日（土）
　13時～17時

安曇川公民館
（安曇川ふれあ
いセンター）

　借金問題でお困りではないですか？　弁護士が相談をお受
けし、問題解決のための助言を行います。
▼相談時間　一人１時間以内
▼定　　員　４人（申込順）　※要予約

農業経営何でも
相談会
　h高島地域農業センター
　　f（２2）３１７８

12月22日（木）
　10時～12時

新旭町農協
本所

　市内農業者の皆さんを対象に、農業経営に関する悩みなど
にお答えする農業経営何でも相談会を開催します。
　12月は、農業所得の申告を控え、税理士による「会計・
経理の処理についての相談」を開催します。
※要予約（12月15日（木）まで）

税理士による無料
税務相談会
　h今津納税協会
　　f（２2）３７３３

１月７日（土）　
　13時30分
　～16時30分

今津東コミュニ
ティセンター

　所得税、法人税、消費税に関する悩み、商売を始められ
たときの税に関する手続き、相続や生前贈与に関する税金
の相談など、お気軽にご相談ください。
▼定員　６人（申込順）※要予約（予約時間９時～17時）

催　し

相　談（相談無料・秘密厳守）
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！ 高島市文化ホールからのお知らせ ●藤樹の里文化芸術会館
●ガリバーホール
●今津東コミュニティセンター

★いずれもホールのみ貸し出し停止
【閉館期間】平成24年1月～2月末日

　右記の施設は、老朽化した設備等の改修を行うため、ホール
をしばらく利用できません。ご利用の皆さんにはご迷惑をおか
けしますが、ご理解とご協力をお願いします。
★なお、高島市民会館とやまびこ館は開館していますので、ご
　利用ください。

郵便またはEメールで、投稿者氏名・住所・連絡先を書き添
えて投稿してください。作品は未発表のもので、応募は一人
１点とし、作品や氏名には必ずふりがなをお願いします。

次回締切　12月28日必着（掲載は２月号です。）（企画広報課）

★応募数が多い場合は選考をさせていただきます。（概ね50作品まで）
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藤
森
み
ち
子
（
朽
・
柏
）

添
田
富
美
子
（
安･

常
磐
木
）

駒
井　

堅
次
（
安
・
北
船
木
）

早
田　

弘
子
（
今
・
今
津
）

畠
山
美
智
子
（
朽
・
麻
生
）

岸
田　

金
子
（
安
・
田
中
）

斉
藤　

光
江
（
安
・
今
在
家
）

上
田　

え
み
（
マ
・
浦
）

墨
友　

光
代
（
今
・
上
弘
部
）

岡
田　

明
子
（
新
・
安
井
川
）

高
岡
ふ
じ
江
（
マ･

小
荒
路
）

上
原
す
み
江
（
新
・
太
田
）

木
津
良
太
郎
（
高
・
永
田
）

伊
吹　

忠
義
（
マ
・
中
庄
）

前
田　

と
み
（
今
・
浜
分
）

貴
瀨　
　

勝
（
新
・
安
井
川
）

髙
澤　

芳
枝
（
今
・
松
陽
台
）

松
山
八
夜
夷
（
今
・
今
津
）

森
本　

幸
枝
（
今
・
梅
原
）

井
口　

み
よ
（
高
・
高
島
）

久
米　

良
彦
（
新
・
太
田
）

村
田　

ナ
ミ
（
高
・
勝
野
）

松
本
せ
つ
子
（
マ
・
海
津
）

鞍
田　

作
枝
（
新
・
饗
庭
）

中
内　

保
男
（
新
・
針
江
）

髙
橋　

久
一
（
新
・
藁
園
）

川
本　

一
男
（
安
・
北
船
木
）

八
田　

信
子
（
高
・
高
島
）

有 

料 

広 

告

あなたのお店や事業の広告を出しませんか？
広報誌

ホーム
ページ

■2月号締切　12月26日（月）
■掲載料　10,000円/１枠（28mm×85mm）

■1月掲載分締切　12月12日（月）
■掲載料　１か月10,000円

詳しくは市ホームページをご覧ください。
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文化情報を紹介するコーナーです。
皆さんの情報などを藤樹の里文化芸術会館（f32-2461）までお寄せください。
締め切りは毎月25日です。

湖西地域の文化情報

朽木資料館

　h朽木資料館　f（38）2339

木地師関連資料と陣屋跡、
朽木氏関係文書を展示

朽木の生活文化を伝える
●常設展示

９時～16時30分
常設展示

入 館 無 料月・火・12/23
休

全席自由
13時30分　開演

やまびこ館文化講演会

講師　宮崎総一郎
　　　（滋賀医科大学
　　　　　特任教授）

「良い眠り 3つの習慣」

　hガリバーホール
　　f（36）0219

やまびこ館

12/3土

一　　　般 1,0００円
高校生以下 3００円

鑑 賞 無 料 　h安曇川町田中426　f（32）0150
9時30分～16時30分

ギャラリー 藤乃井
12/7水～13火

「淡淡彩彩風景」
西村以一写真展

クリスマス・ロビーコンサート高島市民会館

13時30分　開演

全席自由

12/25日 ▼出　演
　市内音楽グループ
　（ゴスペルＢＢＣ、
　  ビッグベル、
　  スイートベル）無　料

　h高島市民会館
　　f（22）1764

観覧無料

高島歴史民俗資料館

　h高島歴史民俗資料館　f（36）1553
入 館 無 料月・火・12/23

休

９時～16時30分

●コーナー展

鴨稲荷山古墳・鴨遺跡・大溝城を調べる
●常設展示

上御殿・天神畑遺跡出土遺物特別展

鴨稲荷山古墳と鴨遺跡・大溝城跡から
出土した考古資料を中心に展示

12/7水 ～25日

ガリバーホール

12/23金
全席自由

無　料

　hガリバーホール
　　f（36）0219

アイリスウインドオーケストラ
第９回
　定期演奏会

13時30分　開演

　h今津町舟橋2-8-10　f（22）1414鑑 賞 無 料火・休

ギャラリー Cafe Cozy

12/15木～26月

12/1木～14水「有田新次絵画展」

※最終日　17時まで10時～22時

「お正月を迎える飾り展」

全席指定
14時　開演

ガリバーホール

12/18日

一　　　般 2,0００円
高校生以下 1,0００円

　hガリバーホール
　　f（36）0219

宝くじ文化公演
「ザ・ヴァイオリン・ミューズ

   川井郁子 名曲紀行」　

《主催》高島市・
　　　　高島市教育委員会・
　　　　滋賀県・
　　　　 （財）自治総合センター

（当日５００円増）

※宝くじの助成により
　特別料金となってい
　ます。

※未就学児の同伴・入場
　はご遠慮ください。

▼出　演
　川井郁子
　　（ヴァイオリン）
　東京ニューシティ
　室内管弦楽団

●企画展

山と湖
うみ

の生活文化を伝える

マキノ資料館

●常設展示

　hマキノ資料館　f（27）1484
入 館 無 料月・火・12/23

休

９時～16時30分

【企画展】

開催中 ～12/11日
描かれた冥界の王たち
～宝幢院・地蔵十王図特別公開～

12/4日　展示解説（13時30分～）



BOOK INFORMATION
そうだ

図書館に

行こう♪

そうだ

図書館に

行こう♪

開館日カレンダー▼貸出延長や予約はこちらまでご連絡ください。

12 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

今 津 図 書 館
f(22)3827 休 映 休 話 休 話 話 休 休 休 休

安曇川図書館
f(32)4711 休 休 話 休 小映 休 休 休 休

マキノ図書館
f(27)0350 休 休 休 休 話 休 休 休 休 休 休 休

朽木図書サロン
f(38)2324 休 休 休 休 休 休 休 小映 休 休 休 休 休 休

新 旭 図 書 室
f(25)2811 話 休 休 話 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

高 島 図 書 室
f(36)2160 休 休 休 休 話 小映 休 休 休 休 休 休 休 休

12月

小映 は子ども映画会。話 はおはなし会です。時間や内容など詳しくは各図書館へお問い合わせください。映 は一般映画会。
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平成23年10月末現在

●人　口

男
女　

●世帯数

・前 月 人 口
・前年同月人口

の動き（人口と世帯）

氏　名 性別 生年月日 ところ
  マ　キ　ノ
山
や ま ぐ ち

口 ま み 女 10月16日 知 内

三
み た む ら

田村　晃
こ う た

太 男 10月27日 蛭 口
  今　　　津
野
の ざ き

﨑 星
せ

来
ら
女 9月25日 住 吉

竹
た け な か

中 　 秋
あき
男 9月28日 南新保

古
ふ る た に

谷 元
げ ん き

輝 男 10月2日 日置前

熊
く ま が い

谷 篤
あ つ と

人 男 10月5日 大 供

遠
え ん ど う

藤　菜
な な こ

々子 女 10月7日 岸 脇

宮
み や の

野 　 唯
ゆい
女 10月8日 松陽台

大
お お た き

瀧 心
こ こ み

夢 女 10月11日 今 津

川
か わ し ま

島　あずみ 女 10月14日 弘 川

湊
みなと

　 愛
ま な み

海 女 10月17日 桜 町
  新　　　旭
金
き ん た

田 　 葵
あおい
女 9月28日 北 畑

氏　名 性別 生年月日 ところ

岸
き し が み

上 大
た い せ い

晟 男 10月4日 饗 庭

饗
あ い ば

庭 來
ら い あ

空 男 10月15日 饗 庭

後
ご と う

藤 亜
あ

紀
き
女 10月18日 太 田

清
し み ず

水 知
と も か

花 女 10月22日 藁 園

髙
た か す が

須賀　隼
は や と

斗 男 10月24日 新 庄
  安　曇　川
柳
やな ぎ さ わ

澤 美
み な み

波 女 9月24日 青 柳

吉
よ し か わ

川 雄
ゆ う と

翔 男 9月27日 中 央

大
お お む ら

村 櫂
か い と

斗 男 10月2日 五番領

鞍
く ら た

田 　 恋
れん
女 10月3日 西万木

平
ひ ら い

井 佑
ゆ う き

幸 男 10月3日 田 中

井
い の う え

上 来
く る み

実 女 10月3日 西万木

中
な か や ま

山 慶
け い し

志 男 10月4日 西万木

藤
ふ じ わ ら

原 秀
し ゅ う と

斗 男 10月4日 田 中

石
い し だ

田 力
り き や

也 男 10月9日 西万木

氏　名 性別 生年月日 ところ

保
ほ う き

木 葵
あ お い

衣 女 10月12日 北船木
  高　　　島
龍
た つ の

野 　 健
けん
男 9月27日 鴨

若
わかばやし

林　凛
りんたろう

汰郎 男 10月1日 城山台

北
き た だ に

谷 隼
は や と

人 男 10月4日 勝 野

石
い し く ら

倉 美
み な み

波 女 10月4日 城山台

山
や ま も と

本　旺
おうしろう

志郎 男 10月7日 鹿ヶ瀬

野
の 　 ま

間 天
て ん ま

稀 男 10月8日 野 田

山
や ま も と

本　倫
りんたろう

太郎 男 10月9日 勝 野
  朽　　　木
石
い し だ

田 小
こ は る

晴 女 10月3日 市 場

中
な か が わ

川 瑠
る 　 か

花 女 10月18日 市 場

山
や ま も と

本 　 宝
たから
男 10月20日 野 尻

謹んでお悔やみ申し上げます（死亡）
氏　名 性別 年齢 ところ

  マ　キ　ノ
井
い は な

花 末
す え お

夫 男 79 蛭 口

田
た な べ

辺 し ま 女 92 小荒路

𠮷
よ し は ら

原　菊
きくじろう

治郎 男 87 新 保
  今　　　津
桂
か つ ら だ

田 き み 女 88 福 岡

久
く ぼ た

保田　　 き 女 90 住 吉

澤
さ わ だ

田 　 進
すすむ

男 58 松陽台

髙
た か お

尾 り う 女 76 南新保

谷
た に も と

本 　 勲
いさお

男 81 角 川

内
な い き

貴 貞
さ だ つ ぐ

次 男 80 今 津

𠩤
は ら だ

田　德
とくじろう

治郎 男 80 深清水

藤
ふ じ も と

本 一
か ず お

雄 男 70 今 津

堀
ほ り い

井 藤
ふ じ お

男 男 86 今 津

道
み ち つ じ

辻 　 修
おさむ

男 57 弘 川

森
も り も と

本 常
つ ね し ち

七 男 85 梅 原

人

平成23年10月31日までの届出分（敬称略）

本ページの掲載情報は、個人情報保護の観点から承諾をいただいた方のみ掲載しています。

- - - 53,410人（　-42）
- - - - - - - - - - - - - 53,368人

氏　名 性別 年齢 ところ
  新　　　旭
梅
う め む ら

村 信
の ぶ よ し

義 男 61 太 田

金
か ね だ

田 文
ふ み こ

子 女 68 新 庄

川
か わ う ち

内 清
せ い き

喜 男 86 藁 園

川
か わ し ま

島 昭
あ き え

江 女 68 旭

川
か わ む ら

村 タ カ 女 85 安井川

坂
さ か お

尾 修
しゅうぞう

藏 男 95 旭

髙
た か お か

岡　新
しんのすけ

之助 男 86 饗 庭

谷
たに

　 君
き み え

榮 女 92 安井川

山
や ま も と

本 治
じ ろ う

郎 男 57 旭
  安　曇　川
伊
い は ら

原 重
し げ お

夫 男 78 西万木

岩
い わ さ

佐　と
と し こ

志子 女 75 末 広

柿
か き も と

本 千
ち 　 よ

代 女 90 上古賀

川
か わ ご え

越 ひ さ 女 91 下小川

杉
す ぎ は ら

原 む め 女 101 田 中

氏　名 性別 年齢 ところ

図
ず 　 し

司 高
た か し

志 男 56 青 柳

鳥
と り い

居 ク ラ 女 97 下小川

中
な か む ら

村　惣
そうじろう

次郎 男 95 四津川

西
に し か わ

川 憲
の り ひ さ

久 男 67 中 央

西
に し さ か

坂 す み 女 90 西万木

早
は や ふ じ

藤 庄
しょうえい

英 男 98 四津川

前
ま え が わ

川 光
み つ こ

子 女 86 西万木

松
ま つ い

井 一
か ず お

男 男 86 下古賀

森
もり

　　　治
じろういち

郎一 男 85 常磐木
  高　　　島
荒
あ ら ぼ り

堀 ム メ 女 92 黒 谷

八
は っ た

田 吉
よ し た け

武 男 87 武曽横山

横
よこいがわ

井川　美
み 　 よ

代 女 81 宮 野
  朽　　　木
采
う ね の

野 つ ね 女 85 大 野

橋
は し も と

本 　 寛
ひろし

男 80 古 川

たかしま
　  の
人の動き

- - - 53,877人（-509）
- - - - - - - - - - - - - 25,993人
- - - - - - - - - - - - - 27,375人
- - - - - - - - - - - - - 19,833世帯

窓口だより

▼窓口延長業務（午後８時まで）を行っています。
市役所本庁・朽木支所 マキノ支所 安曇川支所
高島支所 今津支所

月

納付のお知らせ12月
▼国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料・
　市県民税の特別徴収（年金からのお支払い）の皆さん
12月15日受け取りの年金から保険税（料）・市県民税が天引きされます。

■納期限までに納めましょう。納期限までに納付されない場合
は、督促手数料や延滞金が加算されます。

■口座振替の方は預貯金残高の確認をお願いします。
税・介護保険料・後期高齢者医療保険料

火 水
木 金

項　目 期　別 納期限
市 ・ 県 民 税（普通徴収） 第4期

12月26日
国民健康保険税（普通徴収） 第9期
介 護 保 険 料（普通徴収） 第9期

１月４日
後期高齢者医療保険料（普通徴収） 第6期

新
着
・
新
刊
案
内
は
、
各
図
書
館
で
の
掲
示
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お誕生おめでとう！（出生）

川島　永嗣／著（角川書店）

『高校生にもわかる「お金」の話』
内藤　忍／著（ちくま書房）

　お金の基本知識を身につ
けていないと、お金に振り
回される人生になってしま
います。そうならないため
に、中高生もお金との付き
合い方を学んでおきましょ
う。もちろん、社会人の方
もぜひご一読を！

　2011年アジアカップ
で日本の守護神として活躍
したゴールキーパー。著者
の好きな言葉は「人生って
捨てたものじゃない」。仕
事にも生活にも自分の納得
できる生き方をするための
マネジメントとして参考に
なります。

『収納王子コジマジックの魔法のかたづけ術』

　チェックシ－トで現状を
知り、意識を変えて片付け
上手になりましょう。モノ
の整理＆収納がうまくなる
と時間的・経済的・精神的
メリットでハッピ－に！　
年末大掃除のこの機会にす
ぐ実行に移しましょう。

収納王子コジマジック／著（アスペクト）

『楽しさひと工夫　５分で立体カ－ド』

　クリスマスカ－ド・十二
支のカ－ドなど、型紙つき
なので簡単に作れます。お
友達への贈り物や玄関かざ
りなどいろんな場面で楽し
めます。手作りカ－ドに心
もぽっかぽか。

菊池　清／著（文化出版局）

『準備する力  夢を実現する逆算のマネジメント』 今津図書館
◆エントランス展示
　「ステンドグラス展」
【期間】２日（金）～28日（水）

【日時】９日（金）14時～15時

【日時】18日（日）
 10時30分～11時30分

◆ 子どもブッククラブ(クリスマスの話）

◆かけはし「朗読会」

【日時】11日（日）
　　　　11時～12時

◆紙芝居上演会
【期間】３日（土）～５日（月）
◆「湖国の布」とパッチワーク教室展

　「ＫＯＳＥＩ輝く芸術祭2011」
【期間】12日（月）～26日（月）

安曇川図書館 マキノ図書館

収納王子コジマジックの魔法のかたづけ術』

合い方を学んでおきましょ
う。もちろん、社会人の方

』

　文字のない絵本です。絵のみで表現されているの
に、まるでそこに文字があるかのように感じられる、
まるでサイレント映画をみているような絵本です。
　終始セピア調で寂しげな雰囲気がありますが、そ
の中に、喜び・悲しみ・不安や安堵といった感情が
見事に表現されています。
　また、文字がないという特性で、読み手によって
物語のニュアンスが大きく変わるであろう所も面白
いと思います。二度三度、あるいは数か月・数年後
に読み返してみると新たな発見がありそうな作品で
す。まさに一生もの。
　舞台は異世界でしょうか、妙な生き物や食べ物も
出てきますが、不気味な作品ではありません。最後
まで目を通せば、必ず温かくて優しい気持ちになっ
てもらえると思います。 （今津町　池松民基さん）

ショ－ン・タン／著（河出書房新社）
『アライバル』

の オススメの一冊
図書館利用者のオススメの
一冊を、本の感想とあわせ
てご紹介します。私

▼バーコードが印刷された納付書は、コンビ二でも納付できます。

E
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編集者のつぶやき
　いよいよ冬本番が近づき、今年ももう
すぐ終わろうとしています。年々１年が
早く感じるのは気のせいでしょうか…？
年末はいろいろと用事が重なり多忙な時
期ですね。その用事の一つが大掃除。今
回の特集では「ごみ減量大作戦」の取り
組みや、紙ごみの分別について紹介して
います。今年の大掃除は一工夫して、分
別でごみを減らすように取り組んでみま
せんか。きっと資源に変わるものがある
はず。　　　　　　　　　（広報担当S）

▲トチノキの巨木

　

江
戸
時
代
に
地
方
土
産
の
一
つ
と
し
て

全
国
に
流
通
し
た
「
朽
木
盆
」
を
は
じ
め

と
す
る
朽
木
の
ろ
く
ろ
挽
き
物
は
、「
六

種
の
木
」
と
呼
ば
れ
た
木
材
に
よ
っ
て
作

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ト
チ
ノ
キ
・
ブ
ナ
・
ケ
ヤ
キ
・
カ
ツ
ラ
・

カ
エ
デ
・
ミ
ズ
キ
な
ど
の
六
種
類
の
落
葉

広
葉
樹
は
乾
燥
が
不
十
分
だ
と
狂
い
や
す

い
材
で
す
が
、
大
径
用
材
が
豊
富
に
調
達

で
き
加
工
が
容
易
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
こ

れ
ら
の
材
が
使
わ
れ
ま
し
た
。

　

木
地
屋
は
「
山
七
合
目
半
か
ら
上
は
木

地
屋
の
も
の
」
な
ど
と
標
榜
し
、
良
材
を
求

め
て
山
中
を
漂
泊
し
ま
し
た
。
適
材
を
採
り

つ
く
す
と
次
の
山
へ
移
動
す
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、
朽
木
は
材
が
豊
富
で
あ
っ
た
こ

と
と
、
朽
木
藩
の
庇
護
を
受
け
て
い
た
こ
と

に
よ
り
木
地
屋
が
定
着
し
た
よ
う
で
す
。
六

種
に
制
約
さ
れ
た
の
は
朽
木
藩
の
林
政
制
度

に
定
め
ら
れ
た
範
囲
の
木
と
い
う
の
が
真
相

だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

全
国
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
江
戸
時
代
の

漆
器
椀
の
材
を
調
査
し
た
結
果
に
よ
る
と
、

ト
チ
ノ
キ
が
約
54
％
、
ブ
ナ
約
29
％
、
ケ
ヤ

キ
約
14
％
、
カ
ツ
ラ
約
３
％
で
、
ト
チ
ノ
キ

と
ブ
ナ
の
二
種
類
で
８
割
以
上
を
占
め
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
朽
木
の
あ
る
農
家
に
伝
世
し
た
明

治
２
年
（
１
８
６
９
）
購
入
の
箱
書
き
紀
年

銘
の
あ
る
椀
類
の
調
査
で
は
、
ブ
ナ
が
約
７

割
、
ト
チ
ノ
キ
が
約
３
割
を
占
め
、
地
域
に

よ
っ
て
若
干
の
差
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

朽
木
生お

い
す
ぎ杉
に
は
、
県
下
で
も
有
数
の
植
生

の
豊
か
な
ブ
ナ
の
原
生
林
が
あ
り
ま
す
。
昨

年
秋
に
は
能の

う
げ家
の
山
中
で
幹
回
り
７
メ
ー
ト

ル
を
超
す
西
日
本
有
数
の
ト
チ
ノ
キ
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
伐
採
は
森
全
体
の

生
態
系
を
損
な
い
か
ね
ず
、
琵
琶
湖
の
環
境

に
も
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
保

全
を
求
め
る
活
動
が
地
元
の
方
々
や
研
究
者

な
ど
か
ら
な
る
「
巨
木
と
水
源
の
郷
を
ま
も

る
会
」
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
中
頃
に
朽
木
の
木
地
屋
が
絶
え
て
以

降
、
森
は
そ
の
植
生
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る

中
、
ト
チ
ノ
キ
を
は
じ
め
と
す
る
六
種
の
木

は
「
銘
木
」
と
呼
ば
れ
、
家
具
材
や
内
装
材

と
し
て
注
目
さ
れ
、
再
び
受
難
の
時
代
を
む

か
え
て
い
ま
す
。

　

h
文
化
財
課
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六
種
の
木


